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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　ソール下端部を含むソール部と、前記ソール部に対向するトップ部と、ヒール部と、前
記ヒール部に対向するトウ部と、リア部と、前記リア部に対向するフロント部であって、
打面を含む前記フロント部と、ホーゼルと、を有するクラブヘッド本体と、
　前記ホーゼルに挿入可能であり、ゴルフクラブシャフトを前記ホーゼルと結合するよう
に構成されたシャフトスリーブと、
　前記シャフトスリーブを前記ホーゼル内に固定するために、前記シャフトスリーブのス
リーブ下端部に結合するように構成された固定用締結具と、を備えており、
　前記ホーゼルは、前記シャフトスリーブを受け入れるように構成されたホーゼル穴を有
しており、
　前記シャフトスリーブは、
　　前記ゴルフクラブシャフトの端部を受け入れるように構成されたシャフト穴と、
　　スリーブ本体外壁と、前記スリーブ本体外壁にある少なくとも１つのカプラと、受け
入れ溝と、を有するシャフトスリーブ本体と、
　　前記シャフトスリーブ本体と結合されるように構成されたシャフトスリーブキャップ
と、を有しており、
　前記シャフトスリーブキャップは、キャップ穴と、キャップ壁と、前記キャップ壁から
外側へ伸びるリップと、を有しており、
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　前記キャップ穴の内面は、前記ゴルフクラブシャフトと相互作用する１つ以上の調心機
能部を有しており、
　前記キャップ壁は、前記キャップ壁を弾性的に圧縮する１つ以上のスリットを有してお
り、
　前記シャフトスリーブキャップの前記リップは、前記シャフトスリーブ本体の前記受け
入れ溝と係合し、
　前記クラブヘッド本体はさらに、前記クラブヘッド本体が前記シャフトスリーブ及び前
記固定用締結具とともに組み立てられたときに、組立後クラブヘッド重心を有し、
　前記組立後クラブヘッド重心が、前記ソール下端部に対する組立後クラブヘッドＣＧ垂
直距離に位置しており、
　前記シャフトスリーブが前記ホーゼル内に固定された状態で、前記ゴルフクラブヘッド
がアドレス位置にあるとき、シャフトスリーブ重心が、前記ソール下端部に対して約４６
．５ミリメートル以下のシャフトスリーブＣＧ垂直距離に位置しており、前記シャフトス
リーブＣＧ垂直距離が、前記組立後クラブヘッドＣＧ垂直距離よりも少なくとも約７．６
ｍｍ大きい、
　ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記シャフトスリーブ本体は、中間領域を有しており、
　前記シャフトスリーブ本体は、スリーブ本体壁を有しており、
　前記スリーブ本体壁は、前記中間領域において、約０．０２０インチの中間領域厚さを
有する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記シャフトスリーブ本体は、カプラ領域を有しており、
　前記シャフトスリーブ本体は、スリーブ本体壁を有しており、
　前記スリーブ本体壁は、前記カプラ領域において、前記スリーブ本体壁の最大厚さから
前記スリーブ本体壁の最小厚さへと変化するカプラ領域厚さを有しており、
　前記スリーブ本体壁の前記最大厚さは約０．７５インチ以下であり、
　前記スリーブ本体壁の前記最小厚さは約０．０２０インチ以上である、請求項１に記載
のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　前記ホーゼル穴は、前記少なくとも１つのカプラに係合するように構成された少なくと
も１つのレシーバを有しており、
　前記ホーゼル穴が前記シャフトスリーブを受け入れると、前記少なくとも１つのカプラ
は前記少なくとも１つのレシーバに係合して、前記ホーゼルに対する前記シャフトスリー
ブの回転を制限する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記シャフトスリーブキャップは、前記シャフトスリーブ本体と着脱可能に結合されて
いる、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのカプラは、複数のカプラを有しており、
　前記複数のカプラは、第１のカプラ及び第２のカプラを有しており、
　前記第１のカプラのカプラ長さは、前記第２のカプラのカプラ長さと同じである、請求
項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのカプラは、カプラ長さを有しており、
　前記カプラ長さは、約０．２６０インチ以上、約０．３８インチ以下である、請求項１
に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記シャフトスリーブキャップは突出部を有しており、
　前記シャフトスリーブ本体が前記シャフトスリーブキャップと結合されると、前記受け
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入れ溝が前記突出部を受け入れるように構成されている、請求項１に記載のゴルフクラブ
ヘッド。
【請求項９】
　前記シャフトスリーブキャップは、少なくとも１つのリブを有しており、
　前記少なくとも１つのリブは、前記シャフトスリーブキャップに確実に結合し、前記シ
ャフトスリーブキャップを中央に位置決めするように構成されている、請求項１に記載の
ゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　前記シャフトスリーブキャップは、前記キャップ穴内へと延びる１つ以上のリブ、を有
しており、
　前記シャフト穴が前記ゴルフクラブシャフトの前記端部を受け入れると、前記１つ以上
のリブが、前記ゴルフクラブシャフトを前記シャフト穴内において中央に位置決めする、
請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　前記シャフトスリーブは、約４．５グラムのシャフトスリーブ質量を有するか、
　前記シャフトスリーブ本体は、約４．１グラム以下のシャフトスリーブ本体質量を有す
るか、
　前記シャフトスリーブキャップは、約０．３グラム以上、約１．０グラム以下のシャフ
トスリーブキャップ質量を有するか、
　の少なくとも１つである、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　前記シャフトスリーブキャップが前記シャフトスリーブ本体と結合され、前記締結具が
前記シャフトスリーブを前記ホーゼルに固定しているときに、前記ゴルフクラブヘッドは
組立後クラブヘッド質量を有し、
　前記組立後クラブヘッド質量は、約１９９グラム以下である、請求項１に記載のゴルフ
クラブヘッド。
【請求項１３】
　前記シャフトスリーブキャップが前記シャフトスリーブ本体と結合され、前記締結具が
前記シャフトスリーブを前記ホーゼルに固定しているときに、前記ゴルフクラブヘッドは
組立後クラブヘッド質量を有し、
　前記シャフトスリーブは、シャフトスリーブ質量を有しており、
　前記組立後クラブヘッド質量に対する前記シャフトスリーブ質量の比は約２．２％以下
である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　前記ゴルフクラブヘッドは、分解後クラブヘッド質量を有しており、
　前記シャフトスリーブは、シャフトスリーブ質量を有しており、
　前記分解後クラブヘッド質量に対する前記シャフトスリーブ質量の比は約２．３％以下
である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　前記シャフトスリーブＣＧ垂直距離は、前記ソール下端部に対して、約４５．３ミリメ
ートル以下である、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１６】
　前記シャフトスリーブ本体が前記シャフトスリーブキャップに結合されると、前記シャ
フトスリーブはシャフトスリーブ高さを有し、前記シャフトスリーブ高さが約１．７８イ
ンチ以上、約１．８２インチ以下であるか、
　前記シャフトスリーブ本体が前記シャフトスリーブキャップに結合されると、前記シャ
フトスリーブはシャフトスリーブ本体高さを有し、前記シャフトスリーブ本体高さが約１
．５２９インチ以上、約１．５６９インチ以下であるか、
　前記シャフトスリーブ本体が前記シャフトスリーブキャップに結合されると、前記シャ
フトスリーブはシャフトスリーブキャップ高さを有し、前記シャフトスリーブキャップ高
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さが約０．４６インチ以上、約０．５０インチ以下であるか、
　の少なくとも１つである、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１７】
　前記シャフトスリーブキャップは、ソフトポリマープラスチックを含んでおり、前記ソ
フトポリマープラスチックは、ショアＤデュロメータスケールで５５以下であり得る、請
求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１８】
　ゴルフクラブヘッドであって、
　ソール下端部を含むソール部と、前記ソール部に対向するトップ部と、ヒール部と、前
記ヒール部に対向するトウ部と、リア部と、前記リア部に対向するフロント部であって、
打面を含む前記フロント部と、ホーゼルと、を有するクラブヘッド本体と、
　前記ホーゼルに挿入可能であり、ゴルフクラブシャフトを前記ホーゼルと結合するよう
に構成されたシャフトスリーブと、
　前記シャフトスリーブを前記ホーゼル内に固定するために、前記シャフトスリーブのス
リーブ下端部に結合するように構成された固定用締結具と、を備えており、
　前記ホーゼルは、前記シャフトスリーブを受け入れるように構成されたホーゼル穴を有
しており、
　前記シャフトスリーブは、
　　前記ゴルフクラブシャフトの端部を受け入れるように構成されたシャフト穴と、
　　スリーブ本体外壁と、前記スリーブ本体外壁上の少なくとも１つのカプラと、を有す
るシャフトスリーブ本体と、
　　前記シャフトスリーブ本体と結合されるように構成されたシャフトスリーブキャップ
と、を有しており、
　前記シャフトスリーブ本体は、中間領域及びスリーブ本体壁をさらに有しており、
　前記シャフトスリーブは、約４．５グラムのシャフトスリーブ質量を有しており、
　前記シャフトスリーブ本体は、約４．１グラム以下のシャフトスリーブ本体質量を有し
ており、
　前記シャフトスリーブキャップは、キャップ穴と、キャップ壁と、前記キャップ穴内へ
と延びる１つ以上のリブと、を有しており、
　前記シャフト穴が前記ゴルフクラブシャフトの前記端部を受け入れると、前記１つ以上
のリブは、前記ゴルフクラブシャフトを前記シャフト穴内において中央に位置決めし、
　前記シャフトスリーブキャップは、前記シャフトスリーブ本体と着脱可能に結合されて
おり、
　前記キャップ壁は、前記シャフトスリーブキャップを前記シャフトスリーブ本体へ挿抜
するときに、前記キャップ壁を弾性的に圧縮する１つ以上のスリットを有しており、
　前記クラブヘッド本体はさらに、前記クラブヘッド本体が前記シャフトスリーブ及び前
記固定用締結具とともに組み立てられたときに、組立後クラブヘッド重心を有し、
　前記組立後クラブヘッド重心が、前記ソール下端部に対する組立後クラブヘッドＣＧ垂
直距離に位置しており、
　前記シャフトスリーブが前記ホーゼル内に固定された状態で前記ゴルフクラブヘッドが
アドレス位置にあるとき、シャフトスリーブ重心が、前記ソール下端部に対して、約４３
．５ミリメートル以上、約４７．０ミリメートル以下のシャフトスリーブＣＧ垂直距離に
位置しており、前記シャフトスリーブＣＧ垂直距離が、前記組立後クラブヘッドＣＧ垂直
距離よりも少なくとも約７．６ｍｍ大きい、ゴルフクラブヘッド。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１５年１月２３日に出願の米国仮特許出願第６２／１０７，２４０号明
細書、２０１５年１１月１１日に出願の米国仮特許出願第６２／２５４，０８１号明細書
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の利益を主張し、且つ２０１４年５月２０日に出願の米国特許出願第１４／２８２，７８
６号明細書の一部継続出願である。米国特許出願第１４／２８２，７８６号明細書は、（
ｉ）２０１３年３月１２日に出願の米国特許出願第１３／７９５，６５３号明細書、（ｉ
ｉ）２０１２年３月２４日に出願の米国特許出願第１３／４２９，３１９号明細書、（ｉ
ｉｉ）２０１２年５月１０日に出願の米国特許出願第１３／４６８，６６３号明細書、（
ｉｖ）２０１２年５月１０日に出願の米国特許出願第１３／４６８，６７５号明細書、及
び（ｖ）２０１３年１月７日に出願の米国特許出願第１３／７３５，１２３号明細書の一
部継続出願である。
【０００２】
　米国特許出願第１３／４２９，３１９号明細書は、２０１２年１月２４日に出願の米国
仮特許出願第６１／５９０，２３２号明細書、及び２０１１年８月３１日に出願の米国仮
特許出願第６１／５２９，８８０号明細書の利益を主張する。また、米国特許出願第１３
／４６８，６６３号明細書、及び米国特許出願第１３／４６８，６７５号明細書は、それ
ぞれ米国特許出願第１３／４２９，３１９号明細書の一部継続出願である。同様に、米国
特許出願第１３／４６８，６７７号明細書は、米国特許出願第１３／４２９，３１９号明
細書の継続出願である。
【０００３】
　一方、米国特許出願第１３／７３５，１２３号明細書は、２０１２年５月１０日に出願
の米国特許出願第１３／４６８，６６３号明細書、２０１２年５月１０日に出願の米国特
許出願第１３／４６８，６７５号明細書、及び２０１５年５月１０日に出願の米国特許出
願第１３／４６８，６７７号明細書の一部継続出願である。
【０００４】
　米国仮特許出願第６２／１０７，２４０号明細書、米国仮特許出願第６２／２５４，０
８１号明細書、米国特許出願第１４／２８２，７８６号明細書、米国特許出願第１３／７
９５，６５３号明細書、米国特許出願第１３／４２９，３１９号明細書、米国特許出願第
１３／４６８，６６３号明細書、米国特許出願第１３／４６８，６７５号明細書、米国特
許出願第１３／７３５，１２３号明細書、米国特許出願第１３／４６８，６７７号明細書
、米国仮特許出願第６１／５９０，２３２号明細書、及び米国仮特許出願第６１／５２９
，８８０号明細書は、それぞれその内容全体が参照によって本明細書中に援用される。
【０００５】
　本開示は、概して、スポーツ用具に関し、より具体的には、ゴルフカップリング機構及
び関連する方法に関する。
【背景技術】
【０００６】
　ゴルフ等のいくつかのスポーツでは、個人の特性もしくは好みに合わせて、選択可能な
、又は特別に適合可能な特徴を備えた用具を必要とする。例えば、推奨されるクラブシャ
フトのタイプ、クラブヘッドのタイプ及び／又はクラブヘッドのロフト角もしくはライ角
は、技能、年齢又は身長などの個人の特性に基づき異なる場合がある。しかしながら、一
旦組み立てられると、ゴルフクラブは、通常、そのゴルフクラブシャフトとゴルフクラブ
ヘッドとの間に、固定された変更不能なカップリング機構を有することとなる。したがっ
て、個人に適した用具を決定する場合、クラブシャフト、クラブヘッド、ロフト角及び／
又はライ角の様々な組み合わせを試すために、このような固定されたカップリング機構を
備えるゴルフクラブを不必要に多く入手可能でなければならない。加えて、個人の特性又
は好みが変化した場合、自らのゴルフ用具をこのような変化に対応するように調節するこ
とはできない。調節可能なカップリング機構は、このようなゴルフクラブの種々の特徴を
変更可能に設定する柔軟性を提供するように構成され得るものの、ゴルフクラブヘッドと
ゴルフクラブシャフトのカップリングにおける結合の欠如又は応力集中につながる不安定
さをもたらす可能性がある。上記を考慮すると、ゴルフカップリング機構及び関連する方
法における更なる発展により、ゴルフクラブの有用性及び調整性の機能が高まるであろう
。
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示は、添付の図と併せて解釈される、以下の実施形態の例の詳細な説明を読むこと
によってより良く理解され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本開示の一例による、ゴルフカップリング機構を有するゴルフクラブヘッドの前
部斜視図を示す。
【図２】図１のゴルフカップリング機構を有するゴルフクラブヘッドの上部斜視図を示す
。
【図３】シャフトスリーブがシャフトレシーバに挿入された状態のゴルフカップリング機
構を示しており、図２の断面線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿ったゴルフクラブヘッドの断面図を示
す。
【図４】図２の断面線ＩＶ－ＩＶに沿ったゴルフクラブヘッド及びゴルフカップリング機
構の断面図を示す。
【図５】ゴルフクラブヘッドから分離されたシャフトスリーブの側面図を示す。
【図６】図５の断面線ＶＩ－ＶＩに沿ったシャフトスリーブの断面図を示す。
【図７】図５の断面線ＶＩＩ－ＶＩＩに沿ったシャフトスリーブの断面図を示す。
【図８】シャフトスリーブをゴルフクラブヘッドから取り外した状態で、シャフトレシー
バを上から示す図１のゴルフクラブヘッドの上面図を示す。
【図９】図２の断面線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った、シャフトスリーブをゴルフクラブヘッド
から取り外した状態の図１のゴルフクラブヘッドの側部断面図を示す。
【図１０】シャフトスリーブのスリーブカプラセットの一部分の側面図を示す。
【図１１】シャフトレシーバのレシーバカプラセットの一部分の側部透視図を示す。
【図１２】図１～図７及び図１０のシャフトスリーブに類似するシャフトスリーブのスリ
ーブカプラセットの一部分の側面図を示す。
【図１３】図１～図４、図８～図９及び図１１のシャフトレシーバに類似するシャフトレ
シーバのレシーバカプラセットの一部分の側部透視図を示す。
【図１４】図４の断面線ＸＩＶ－ＸＩＶにおいて見た、第１の構成のゴルフカップリング
機構の上部断面図を示す。
【図１５】図４の断面線ＸＩＶ－ＸＩＶにおいて見た、第２の構成のゴルフカップリング
機構の上部断面図を示す。
【図１６】シャフトスリーブをゴルフカップリング機構から取り外した状態で、図４の線
ＸＩＶ－ＸＩＶにおいて見た、第３の構成のゴルフカップリング機構の上部断面図を示す
。
【図１７】シャフトスリーブをゴルフカップリング機構から取り外した状態で、図４の線
ＸＩＶ－ＸＩＶにおいて見た、第４の構成のゴルフカップリング機構の上部断面図を示す
。
【図１８】本開示による、ゴルフカプラ機構を提供し、形成し、及び／又は製造するため
に使用され得る方法のフローチャートを示す。
【図１９】異なるゴルフクラブヘッド１９１０及び１９２０の各ホーゼルの停滞抗力伴流
領域（ｓｔａｇｎａｎｔ　ｄｒａｇ　ｗａｋｅ　ａｒｅａ）の比較を示す。
【図２０】図１９のゴルフクラブヘッドのホーゼル直径に関する、オープンフェース角の
関数としての抗力のチャートを示す。
【図２１】一実施形態による、ゴルフカップリング機構を有するゴルフクラブヘッドの前
部斜視図を示す。
【図２２】図２１の実施形態による、ゴルフクラブヘッドから分離されたゴルフクラブヘ
ッドのゴルフカップリング機構のシャフトスリーブの側面図を示す。
【図２３】図２１の実施形態による、図２２の線ＸＸＩＩＩ－ＸＸＩＩＩに沿ったシャフ
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トスリーブの断面図を示す。
【図２４】図２１の実施形態による、シャフトスリーブのシャフトスリーブキャップから
分離されたシャフトスリーブのシャフトスリーブ本体の側面図を示す。
【図２５】図２１の実施形態による、シャフトスリーブ本体から分離されたシャフトスリ
ーブキャップの側面図を示す。
【図２６】図２１の実施形態による、シャフトスリーブ本体から分離されたシャフトスリ
ーブキャップの立面図を示す。
【図２７】一実施形態による方法のフローチャートを示す。
【図２８】図２７の実施形態による、シャフトスリーブを用意する例示的な作業を示す。
【図２９】一実施形態による、ゴルフカップリング機構を有するゴルフクラブヘッドの前
部斜視図を示す。
【図３０】図２９の実施形態による、ゴルフクラブヘッドから分離されたゴルフクラブヘ
ッドのゴルフカップリング機構のシャフトスリーブの側面図を示す。
【図３１】図２９の実施形態による、図３０の線ＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩに沿ったシ
ャフトスリーブの断面図を示す。
【図３２】図２９の実施形態による、シャフトスリーブのシャフトスリーブキャップから
分離されたシャフトスリーブのシャフトスリーブ本体の側面図を示す。
【図３３Ａ】図２９の実施形態による、シャフトスリーブ本体から分離されたシャフトス
リーブキャップの側面図を示す。
【図３３Ｂ】図２９の実施形態による、シャフトスリーブ本体から分離されたシャフトス
リーブキャップの上部有角図を示す。
【図３４】図２９の実施形態による、図３３Ｂの線ＸＬＶＶ－ＸＬＶＶに沿ったシャフト
スリーブキャップの断面図を示す。
【図３５Ａ】図２９の実施形態による、シャフトスリーブ本体から分離されたシャフトス
リーブキャップの上面図を示す。
【図３５Ｂ】図２９の実施形態による、ゴルフヘッドから分離されたシャフトスリーブ本
体の上面図を示す。
【図３６】一実施形態による方法のフローチャートを示す。
【図３７】図３５の実施形態による、シャフトスリーブを用意する例示的な作業を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図の簡略化及び明確化のため、図面は一般的な構造を示し、本開示を不必要に不明瞭に
するのを避けるために既知の特徴及び技術の説明及び詳細は省略される場合がある。加え
て、図面中の要素は必ずしも一定の縮尺で描かれない。例えば、本開示の実施形態の理解
の向上を促進するために、図の要素のいくつかの寸法は他の要素に対して誇張される場合
がある。異なる図における同一の参照符号は同一の要素を示す。
【００１０】
　本明細書及び特許請求の範囲において「第１の」、「第２の」、「第３の」、「第４の
」等の用語がある場合、類似の要素間を区別するために使用され、必ずしも特定の連続的
又は時系列順序を示すためのものではない。このように使用される用語は、本明細書中に
記載される実施形態が、例えば、本明細書中に図示されているか又はそれ以外で記載され
ている順序以外の順序で動作可能であるように、適切な状況下で交換可能であることが理
解されるべきである。更に、用語「含む」及び「有する」並びにこれらの任意の変化形は
非排他的な包含を含むものとし、要素の列挙を含むプロセス、方法、システム、物品、デ
バイス又は装置はこれらの要素に必ずしも限定されず、明示的に記載されないか、又はこ
のようなプロセス、方法、システム、物品、デバイスもしくは装置に固有でない他の要素
を含んでもよい。
【００１１】
　本明細書及び特許請求の範囲に「左」、「右」、「前」、「後」、「上部」、「下部」
、「上」、「下」等の用語がある場合、説明のために使用するものであり、永久的な相対
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位置を必ずしも説明するためのものではない。このように使用される用語は、本明細書中
に記載される装置、方法及び／又は製造物品の実施形態が、例えば、本明細書中で図示さ
れているか又はそれ以外で記載されている向き以外の向きで動作可能であるように、適切
な状況下で交換可能であることが理解されるべきである。
【００１２】
　「結合する（ｃｏｕｐｌｅ）」、「結合される」、「結合する（ｃｏｕｐｌｅｓ）」、
「結合している」等の用語は広く理解されるべきであり、２つ以上の要素を機械的に又は
それ以外の手法で接続することを意味するべきである。結合（機械的又はそれ以外を問わ
ず）は、あらゆる時間の長さ、例えば、永久又は半永久又はわずか一瞬であってもよい。
【００１３】
　「結合される」等の語の近傍に「着脱可能に」、「着脱可能な」等の語がないことは、
対象の結合等が着脱可能であるか又は着脱可能でないことを意味するものではない。
【００１４】
　本明細書中に定義されるように、２つ以上の要素が同一の構成部分を含む場合、それら
は「一体である」。本明細書中に定義されるように、２つ以上の要素は、それぞれが異な
る構成部分を含む場合には「一体でない」。
【００１５】
　いくつかの実施形態はゴルフクラブヘッドを含む。ゴルフクラブヘッドはクラブヘッド
本体を有し、ゴルフクラブヘッド本体は、ソール下端部を含むソール部と、ソール部に対
向するトップ部と、ヒール部と、ヒール部に対向するトウ部と、リア部と、リア部に対向
するフロント部と、ホーゼルと、を有する。また、フロント部は打面を有する。ゴルフク
ラブヘッドは、また、ホーゼルに挿入可能であり、ゴルフクラブシャフトをホーゼルと結
合するように構成されたシャフトスリーブを有する。ホーゼルは、シャフトスリーブを受
け入れるように構成されたホーゼル穴を有してもよい。一方、シャフトスリーブは、（ｉ
）ゴルフクラブシャフトの端部を受け入れるように構成されたシャフト穴と、（ｉｉ）ス
リーブ本体外壁と、スリーブ本体外壁にある少なくとも１つのカプラと、を有するシャフ
トスリーブ本体と、（ｉｉｉ）シャフトスリーブ本体と結合されるように構成されたシャ
フトスリーブキャップと、を有する。シャフトスリーブがホーゼル内に固定された状態で
ゴルフクラブヘッドがアドレス位置にあるとき、シャフトスリーブ重心が、ソール下端部
に対して約４６ミリメートル以下のシャフトスリーブＣＧ垂直距離に位置してもよい。
【００１６】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブ本体は中間領域を有してもよく、シャ
フトスリーブ本体はスリーブ本体壁を有してもよく、スリーブ本体壁は、中間領域におい
て約０．０２０インチの中間領域厚さを有してもよい。
【００１７】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブ本体はカプラ領域を有してもよく、シ
ャフトスリーブ本体はスリーブ本体壁を有してもよく、スリーブ本体壁は、カプラ領域に
おいて、スリーブ本体壁の最大厚さからスリーブ本体壁の最小厚さへと変化するカプラ領
域厚さを有してもよく、スリーブ本体壁の最大厚さは約０．７５インチ以下であってもよ
く、スリーブ本体壁の最小厚さは約０．０２０インチ以上であってもよい。
【００１８】
　これら又は他の実施形態では、ホーゼル穴は、少なくとも１つのカプラに係合するよう
に構成された少なくとも１つのレシーバを有してもよく、ホーゼル穴がシャフトスリーブ
を受け入れると、少なくとも１つのカプラは少なくとも１つのレシーバに係合して、ホー
ゼルに対するシャフトスリーブの回転を制限してもよい。
【００１９】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブキャップはシャフトスリーブ本体と着
脱可能に結合されてもよい。
【００２０】
　これら又は他の実施形態では、少なくとも１つのカプラは複数のカプラを有してもよく
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、複数のカプラは第１のカプラ及び第２のカプラを有してもよく、第１のカプラのカプラ
長さは第２のカプラのカプラ長さと異なってもよい。
【００２１】
　これら又は他の実施形態では、少なくとも１つのカプラはカプラ長さを有してもよく、
カプラ長さは約０．２６０インチ以上、約０．３８インチ以下であってもよい。
【００２２】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブ本体は受け入れ溝を有してもよく、シ
ャフトスリーブキャップは突出部を有してもよく、シャフトスリーブ本体がシャフトスリ
ーブキャップと結合されると、受け入れ溝が突出部を受け入れるように構成されてもよい
。
【００２３】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブキャップは少なくとも１つのスリット
及びキャップ壁を有してもよく、少なくとも１つのスリットは、キャップ壁が軸方向に圧
縮することを可能にするように構成されてもよい。
【００２４】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブキャップは、キャップ穴と、キャップ
穴内へと延びる１つ以上のリブと、を有してもよく、シャフト穴がゴルフクラブシャフト
の端部を受け入れると、１つ以上のリブがゴルフクラブシャフトをシャフト穴内において
中央に位置決めしてもよい。
【００２５】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブは約４．５グラムのシャフトスリーブ
質量を有してもよく、シャフトスリーブ本体は約４．１グラム以下のシャフトスリーブ本
体質量を有してもよく、及び／又はシャフトスリーブキャップは約０．３グラム以上、約
１．０グラム以下のシャフトスリーブキャップ質量を有してもよい。
【００２６】
　これら又は他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドはシャフトスリーブをホーゼルに結
合するように構成された締結具を有してもよく、シャフトスリーブキャップがシャフトス
リーブ本体と結合され、締結具がシャフトスリーブをホーゼルに固定しているときに、ゴ
ルフクラブヘッドは組立後クラブヘッド質量を有してもよく、組立後クラブヘッド質量は
約１９９グラム以下であってもよい。
【００２７】
　これら又は他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドはシャフトスリーブをホーゼルに結
合するように構成された締結具を有してもよく、シャフトスリーブキャップがシャフトス
リーブ本体と結合され、締結具がシャフトスリーブをホーゼルに固定しているときに、ゴ
ルフクラブヘッドは組立後クラブヘッド質量を有してもよく、シャフトスリーブはシャフ
トスリーブ質量を有してもよく、組立後クラブヘッド質量に対するシャフトスリーブ質量
の比は約２．２％以下であってもよい。
【００２８】
　これら又は他の実施形態では、ゴルフクラブヘッドは分解後クラブヘッド質量を有して
もよく、シャフトスリーブはシャフトスリーブ質量を有してもよく、分解後クラブヘッド
質量に対するシャフトスリーブ質量の比は約２．２％以下であってもよい。
【００２９】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ソール下端部に対し
て約４５．３ミリメートル以上であってもよい。
【００３０】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブ本体がシャフトスリーブキャップに結
合されると、シャフトスリーブはシャフトスリーブ高さを有し、シャフトスリーブ高さは
約１．７８インチ以上、約１．８２インチ以下であってもよい。シャフトスリーブ本体が
シャフトスリーブキャップに結合されると、シャフトスリーブはシャフトスリーブ本体高
さを有し、シャフトスリーブ本体高さは約１．５２９インチ以上、約１．５６９インチ以
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下であってもよく、及び／又はシャフトスリーブ本体がシャフトスリーブキャップに結合
されると、シャフトスリーブはシャフトスリーブキャップ高さを有し、シャフトスリーブ
キャップ高さは約０．４６インチ以上、約０．５０インチ以下であってもよい。
【００３１】
　更なる実施形態はゴルフクラブヘッドを含む。ゴルフクラブヘッドはクラブヘッド本体
を有し、ゴルフクラブヘッド本体は、ソール下端部を含むソール部と、ソール部に対向す
るトップ部と、ヒール部と、ヒール部に対向するトウ部と、リア部と、リア部に対向する
フロント部と、ホーゼルと、を有する。また、フロント部は打面を有する。ゴルフクラブ
ヘッドは、また、ホーゼルに挿入可能であり、ゴルフクラブシャフトをホーゼルと結合す
るように構成されたシャフトスリーブを有する。一方、ホーゼルは、シャフトスリーブを
受け入れるように構成されたホーゼル穴を有してもよい。一方、シャフトスリーブは、（
ｉ）ゴルフクラブシャフトの端部を受け入れるように構成されたシャフト穴と、（ｉｉ）
スリーブ本体外壁と、スリーブ本体外壁上の少なくとも１つのカプラと、を有するシャフ
トスリーブ本体と、（ｉｉｉ）シャフトスリーブ本体と結合されるように構成されたシャ
フトスリーブキャップと、を有してもよい。シャフトスリーブ本体は、中間領域及びスリ
ーブ本体壁をさらに有してもよい。また、シャフトスリーブは約４．３グラムのシャフト
スリーブ質量を有してもよい。これらの実施形態では、シャフトスリーブ本体は約３．８
グラム以下のシャフトスリーブ本体質量を有してもよい。また、シャフトスリーブキャッ
プは、キャップ穴と、キャップ穴に入る１つ以上のリブと、を有することができ、シャフ
ト穴がゴルフクラブシャフトの端部を受け入れると、１つ以上のリブは、ゴルフクラブシ
ャフトをシャフト穴内において中央に位置決めすることができる。種々の実施形態では、
シャフトスリーブキャップはシャフトスリーブ本体と着脱可能に結合されてもよい。更に
また、シャフトスリーブがホーゼル内に固定された状態でゴルフクラブヘッドがアドレス
位置にあるとき、シャフトスリーブ重心が、ソール下端部に対して約４３．５ミリメート
ル以上、約４７ミリメートル以下のシャフトスリーブＣＧ垂直距離に位置してもよい。
【００３２】
　他の実施形態は方法を有する。方法は、シャフトスリーブを用意するステップを有して
もよい。一方、シャフトスリーブを用意するステップは、シャフトスリーブ本体を用意す
るステップと、シャフトスリーブキャップを用意するステップと、を有してもよい。また
、シャフトスリーブは、ゴルフクラブヘッドのホーゼルに挿入可能であるように構成する
ことができ、ゴルフクラブシャフトをホーゼルと結合するように構成することができる。
同様に、ゴルフクラブヘッドは、ゴルフクラブヘッド本体及びホーゼルを含むことができ
、ゴルフクラブヘッド本体は、ソール下端部を含むソール部と、ソール部に対向するトッ
プ部と、ヒール部と、ヒール部に対向するトウ部と、リア部と、リア部に対向するフロン
ト部とを有してもよい。フロント部は打面を有してもよい。更にまた、ホーゼルは、シャ
フトスリーブを受け入れるように構成されたホーゼル穴を有してもよい。また、シャフト
スリーブは、（ｉ）ゴルフクラブシャフトの端部を受け入れるように構成されたシャフト
穴と、（ｉｉ）スリーブ本体外壁と、スリーブ本体外壁上の少なくとも１つのカプラと、
を有するシャフトスリーブ本体と、（ｉｉｉ）シャフトスリーブ本体と結合されるように
構成されたシャフトスリーブキャップと、を有してもよい。シャフトスリーブがホーゼル
内に固定された状態でゴルフクラブヘッドがアドレス位置にあるとき、シャフトスリーブ
重心が、ソール下端部に対して約４６ミリメートル以下のシャフトスリーブＣＧ垂直距離
に位置してもよい。
【００３３】
　本明細書中では他の例及び実施形態を更に開示する。このような例及び実施形態は、図
、特許請求の範囲及び／又は本明細書に記載され得る。
【００３４】
　図面を参照すると、図１は、本開示の一例による、ゴルフカップリング機構１０００を
有するゴルフクラブヘッド１０１の前部斜視図を示す。図２は、ゴルフカップリング機構
１０００を有するゴルフクラブヘッド１０１の上部斜視図を示す。図３は、シャフトスリ



(11) JP 6563502 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

ーブ１１００がシャフトレシーバ３２００に挿入されたゴルフカップリング機構１０００
を示す、図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿ったゴルフクラブヘッド１０１の断面図を示す。図
４は、図２の線ＩＶ－ＩＶに沿ったゴルフクラブヘッド１０１及びゴルフカップリング機
構１０００の断面図を示す。
【００３５】
　本実施形態では、ゴルフカップリング機構１０００は、ゴルフクラブシャフト１０２（
図１）などのゴルフクラブシャフトの端部に結合されるように構成されたシャフトスリー
ブ１１００を有する。図５は、ゴルフクラブヘッド１０１（図１）から分離されたシャフ
トスリーブ１１００の側面図を示す。図６は、図５の線ＶＩ－ＶＩに沿ったシャフトスリ
ーブ１１００の断面図を示す。本実施例では、シャフトスリーブ１１００は、ゴルフクラ
ブシャフト１０２の端部を受け入れるように構成されたシャフト穴３１２０を有する。シ
ャフトスリーブ１１００は、また、シャフトスリーブ１１００の長手方向中心線に沿って
、スリーブ上端部１１９１からスリーブ下端部３１９２まで延びるスリーブ軸５１５０を
有する。本実施例では、スリーブ外壁３１３０の少なくとも一部分がスリーブ軸５１５０
に実質的に平行であるように、スリーブ外壁３１３０は直角円筒（ｒｉｇｈｔ　ａｎｇｌ
ｅ　ｃｙｌｉｎｄｅｒ）であり、スリーブ外壁３１３０はスリーブ外壁３１３０内でシャ
フト穴３１２０に境を接している。換言すると、本実施形態では、スリーブ軸５１５０は
スリーブ外壁３１３０の中心である。本実施例では、シャフト穴３１２０はシャフト穴軸
６１５０と同軸上に延在し、スリーブ軸５１５０に対して角度を成し、したがって、スリ
ーブ軸５１５０と非同軸である。本実施例では、シャフト穴軸６１５０はスリーブ軸５１
５０から約０．５度の角度を成しているが、このような角度がスリーブ軸５１５０に対し
て約０．２度～約４度のものであるような例があってもよい。したがって、この実施形態
では、シャフト穴３２１０とスリーブ外壁３１３０とは同心ではない。しかしながら、ス
リーブ外壁３１３０とシャフト穴３１２０とが実質的に同心であり得るように、シャフト
穴軸６１５０がスリーブ軸５１５０と実質的に同一線上にあり得る他の実施形態があって
もよい。
【００３６】
　シャフトスリーブ１１００は、スリーブ外壁３１３０から突出している１つ以上のカプ
ラを有するスリーブカプラセット３１１０を有する。図７は、図５の線ＶＩＩ－ＶＩＩに
沿ってスリーブカプラセット３１１０を切ったシャフトスリーブ１１００の断面図を示す
。図３～図７は、スリーブ外壁３１３０から突出しているスリーブカプラセット３１１０
の異なる図を示す。本実施例では、スリーブカプラセット３１１０は、スリーブ外壁３１
３０から突出しているスリーブカプラ３１１１、３１１２、５１１６及び７１１５を有し
ており、スリーブ外壁３１３０の外周部７１９１に沿って、スリーブカプラ３１１２はス
リーブカプラ３１１１に対向して配置されており、スリーブカプラ７１１５はスリーブカ
プラ５１１６に対向して配置されている。図７から分かるように、本実施形態では、スリ
ーブカプラセット３１１０は、交互する凹状面と凸状面とを外周部７１９１に形成する。
【００３７】
　スリーブカプラセット３１１０のスリーブカプラは、シャフトスリーブ１１００がシャ
フトレシーバ３２００に挿入され、固定されると、ゴルフクラブヘッド１０１に対するシ
ャフトスリーブ１１００の回転を制限するように構成された弓状面を有する。例えば、図
３、図５及び図７に見られるように、（ａ）スリーブカプラ３１１１は、スリーブカプラ
３１１１の外部領域の全体にわたり湾曲した弓状面３１５１を有し、（ｂ）スリーブカプ
ラ３１１２は、スリーブカプラ３１１２の外部領域全体にわたり湾曲した弓状面３１５２
を有し、（ｃ）スリーブカプラ５１１６は、スリーブカプラ５１１６の外部領域全体にわ
たり湾曲した弓状面５１５６を有し、（ｄ）スリーブカプラ７１１５は、スリーブカプラ
７１１５の外部領域の全体にわたり湾曲した弓状面７１５５を有する。
【００３８】
　ゴルフカップリング機構１０００は、また、図３～図４に見られるように、シャフトス
リーブ１１００を受け入れるように構成されたシャフトレシーバ３２００を有する。図８



(12) JP 6563502 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

は、シャフトレシーバ３２００を上から示す、シャフトスリーブ１１００をゴルフクラブ
ヘッド１０１から取り外した状態のゴルフクラブヘッド１０１の上面図を示す。図９は、
シャフトスリーブ１１００をゴルフクラブヘッド１０１から取り外した状態で、図２の線
ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った、シャフトレシーバ３２００の側部断面を示すゴルフクラブヘッ
ド１０１の断面側面図を示す。
【００３９】
　本実施例では、シャフトレシーバ３２００は、クラブヘッド１０１のホーゼル１０１５
と一体化されているものの、シャフトレシーバ３２００がホーゼル１０１５とは別個であ
り、例えば、接着剤、ねじ山機構及び／又はボルトもしくはリベットのような、１つ以上
の締結方法によりホーゼル１０１５に結合され得る実施形態があってもよい。同じ又は他
の実施形態では、ホーゼル及びシャフトレシーバという用語は区別なく使用してもよい。
ゴルフクラブヘッド１０１が、ホーゼル１０１５よりもむしろそのクラウン部又はトップ
部内にヘッド穴を有し得る実施形態があってもよい。このような実施形態では、シャフト
レシーバ３２００は、また、このようなヘッド穴の一部であっても、このようなヘッド穴
に結合されていてもよい。
【００４０】
　シャフトスリーブ１１００は、シャフトレシーバ３２００に挿入されるように構成され
ており、いくつかの部分に細分されてもよい。例えば、シャフトスリーブ１１００は、ス
リーブ外壁３１３０によって境を接しているスリーブ挿入部３１６０を有し、シャフトス
リーブ１１００がシャフトレシーバ３２００内に固定されたとき、シャフトレシーバ３２
００内にあるように構成されている。本実施例では、シャフトスリーブ１１００は、また
、シャフトスリーブ１１００がシャフトレシーバ３２００内に固定されたとき、シャフト
レシーバ３２００の外部にとどまるように構成されたスリーブトップ部３１７０を有する
。しかしながら、スリーブトップ部３１７０がない、及び／又はシャフトスリーブ１１０
０に類似するが、その全体がシャフトレシーバ３２００に挿入されるように構成されたシ
ャフトスリーブを有する他の例もあってもよい。
【００４１】
　シャフトレシーバ３２００はホーゼル外壁３２４０を有し、シャフトレシーバ３２００
に挿入されると、シャフトスリーブ１１００のスリーブ挿入部３１６０及びスリーブ外壁
３１３０に境を接するように構成されたレシーバ内壁３２３０を有する。シャフトレシー
バ３２００は、また、シャフトスリーブ１１００のカプラセット３１１０に係合し、シャ
フトレシーバ３２００に対するシャフトスリーブ１１００の回転を制限するように構成さ
れたレシーバカプラセット３２１０を有する。図８に見られるように本実施形態では、レ
シーバカプラセット３２１０は、レシーバ内壁３２３０に凹設されたレシーバカプラ３２
１３、３２１４、８２１７及び８２１８を有し、レシーバカプラ３２１３はレシーバカプ
ラ３２１４に対向し、レシーバカプラ８２１８はレシーバカプラ８２１７に対向している
。
【００４２】
　シャフトレシーバ３２００内のレシーバカプラセット３２１０のレシーバカプラは、シ
ャフトスリーブ１１００のスリーブカプラセット３１１０の弓状面と相補的な弓状面を有
する。例えば、（ａ）レシーバカプラ３２１３は、レシーバカプラ３２１３の内部領域の
全体にわたり湾曲した弓状面３２５３を有し（図８）、レシーバカプラ３２１３の弓状面
３２５３はスリーブカプラ３１１１の弓状面３１５１と相補的であり（図７）、（ｂ）レ
シーバカプラ３２１４は、レシーバカプラ３２１４の内部領域の全体にわたり湾曲した弓
状面３２５４を有し（図８）、レシーバカプラ３２１４の弓状面３２５４はスリーブカプ
ラ３１１２の弓状面３１５２と相補的であり（図７）、（ｃ）レシーバカプラ８２１７は
、レシーバカプラ８２１７の内部領域の全体にわたり湾曲した弓状面８２５７を有し（図
８）、レシーバカプラ８２１７の弓状面８２５７はスリーブカプラ７１１５の弓状面７１
５５と相補的であり（図７）、（ｄ）レシーバカプラ８２１８は、レシーバカプラ８２１
８の内部領域の全体にわたり湾曲した弓状面８２５８を有し（図８）、レシーバカプラ８
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２１８の弓状面８２５８はスリーブカプラ５１１６の弓状面５１５６と相補的である（図
７）。
【００４３】
　本実施形態では、スリーブカプラセット３１１０の弓状面及びレシーバカプラセット３
２１０の弓状面は、それら各々のスリーブカプラ及びレシーバカプラの全体にわたり湾曲
している。図１０は、シャフトスリーブ１１００の一部分及びスリーブカプラセット３１
１０の側面図を示す。図１１は、シャフトレシーバ３２００の一部分及びレシーバカプラ
セット３２１０の側部透視図を示す。図７及び図１０に見られるように、本実施例では、
スリーブカプラ５１１６の弓状面５１５６は水平曲率半径７１７６を有し、スリーブカプ
ラ３１１１の弓状面３１５１は水平曲率半径７１７１を有し、スリーブカプラ３１１２の
弓状面３１５２は水平曲率半径７１７２を有し、スリーブカプラ７１１５の弓状面７１５
５は水平曲率半径７１７５を有する。また、本実施例では、スリーブカプラセット３１１
０の弓状面は、シャフトスリーブ１１００のスリーブ下端部３１９２に向かって及びスリ
ーブ軸５１５０に向かって厚みが減少する垂直テーパリングを有する（図５～図６）。例
えば、図１０に見られるように、スリーブカプラ５１１６の弓状面５１５６は垂直テーパ
リング１０１８６を有し、スリーブカプラ３１１１の弓状面３１５１は垂直テーパリング
１０１８１を有し、スリーブカプラ３１１２の弓状面３１５２は垂直テーパリング１０１
８２を有する。図１０には示さないものの、スリーブカプラ７１１５の弓状面７１５５は
、また、スリーブカプラ５１１６の垂直テーパリング１０１８６に類似する垂直テーパリ
ングを有する。
【００４４】
　シャフトレシーバ３２００のレシーバカプラセット３２１０に関して、図８及び図１１
に見られるように、本実施例では、レシーバカプラ８２１８の弓状面８２５８は、スリー
ブカプラ５１１６の水平曲率半径７１７６（図７、図１０）と相補的である水平曲率半径
８２７８を有し、レシーバカプラ３２１３の弓状面３２５３は、スリーブカプラ３１１１
の水平曲率半径７１７１（図７）と相補的である水平曲率半径８２７３を有し、レシーバ
カプラ３２１４の弓状面３２５４は、スリーブカプラ３１１２の水平曲率半径７１７２（
図７）と相補的である水平曲率半径８２７４を有し、レシーバカプラ８２１７の弓状面８
２５７は、スリーブカプラ７１１５の水平曲率半径７１７５（図７）と相補的である水平
曲率半径８２７７を有する。
【００４５】
　また、本実施例では、レシーバカプラセット３２１０の弓状面は、スリーブカプラセッ
ト３１１０の弓状面の垂直テーパリングに相補的な垂直テーパリングを有する。例えば、
図１１に見られるように、レシーバカプラ８２１８の弓状面８２５８は、スリーブカプラ
５１１６の垂直テーパリング１０１８６（図１０）と相補的な垂直テーパリング１１２８
８を有し、レシーバカプラ３２１３の弓状面３２５３は、スリーブカプラ３１１１の垂直
テーパリング１０１８１（図１０）と相補的な垂直テーパリング１１２８３を有し、レシ
ーバカプラ３２１４の弓状面３２５４は、スリーブカプラ３１１２の垂直テーパリング１
０１８２（図１０）と相補的な垂直テーパリング１１２８４を有する。図１１には示さな
いものの、レシーバカプラ８２１７の弓状面８２５７は、レシーバカプラ８２１８の垂直
テーパリング１１２８８に類似し、スリーブカプラ７１１５の垂直テーパリングに相補的
な垂直テーパリングも有する。
【００４６】
　本実施形態では、スリーブカプラセット３１１０の弓状面の垂直テーパリングは実質的
に線形であり、図１０のスリーブカプラ３１１１及び３１１２の垂直テーパリング１０１
８１及び１０１８２のプロファイル図において見られるように、実質的に直線で減少する
。同様に、図１１のレシーバカプラ３２１３及び３２１４の垂直テーパリング１１２８３
及び１１２８４のプロファイル図において見られるように、レシーバカプラセット３２１
０の弓状面の垂直テーパリングは実質的に線形である。同じ又は他の例では、スリーブカ
プラセット３１１０の弓状面及びレシーバカプラセット３２１０の弓状面の実質的に線形
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な垂直テーパリングは、実質的に直線となる大きい又は無限の垂直曲率半径を含むものと
みなされてもよい。
【００４７】
　しかしながら、スリーブカプラ及び／又はレシーバカプラの垂直テーパリングが線形で
ある必要がない他の実施形態であってもよい。図１２は、スリーブカプラセット１２１１
０を有するシャフトスリーブ１２１００の一部分の側面図を示す。図１３は、レシーバカ
プラセット１３２１０を有するシャフトレシーバ１３２００の側部透視断面図を示す。
【００４８】
　シャフトスリーブ１２１００はシャフトスリーブ１１００（図１～図７、図１０）に類
似してもよく、シャフトレシーバ１３２００はシャフトレシーバ３２００（図３～図４、
図８、図１０）に類似してもよい。しかしながら、線形ではない垂直テーパリングを有す
ることで、スリーブカプラセット１２１１０はスリーブカプラセット３１１０と異なる。
例えば、スリーブカプラセット１２１１０は、線形であるよりもむしろ湾曲した垂直テー
パリング１２１８６、１２１８１及び１２１８２を有し、対応する垂直曲率半径を有して
もよい。同様に、レシーバカプラセット１３２１０は、線形であるよりもむしろ湾曲した
垂直テーパリング１３２８８、１３２８３及び１３２８４を有し、スリーブカプラセット
１２１１０の曲率半径と相補的な対応する垂直曲率半径を有する。したがって、スリーブ
カプラセット１２１１０のスリーブカプラ及びレシーバカプラセット１３１２０のレシー
バカプラは、それぞれこれらの対応する表面積の全体にわたり水平及び垂直に湾曲してい
る。例えば、スリーブカプラ１２１１６の全表面の任意の点に正接する任意の水平線は、
スリーブカプラ１２１１６の全表面の任意の他の点に正接しない。同じ又は他の実施形態
では、スリーブカプラセット１２１１０の各スリーブカプラの全表面、及びレシーバカプ
ラセット１３１２０の各レシーバカプラの全表面は、それぞれ全体にわたり及び全方向に
湾曲している。
【００４９】
　本開示の異なるスリーブカプラ及びレシーバカプラは、対応する特定の範囲内の曲率を
有してもよい。例えば、図７及び図１０に関して、スリーブカプラセット３１１０の水平
曲率半径７１７１、７１７２、７１７５及び７１７６は、それぞれ約０．１７５インチ（
４．４５ミリメートル（ｍｍ））であるが、約０．１インチ（２．５４ｍｍ）～約０．２
２５インチ（５．７１５ｍｍ）の範囲であり得る実施形態があってもよい。図８及び図１
１に関して、レシーバカプラセット３２１０の水平曲率半径８２７３、８２７４、８２７
７及び８２７８は水平曲率半径７１７１、７１７２、７１７５及び７１７６（図７、図１
０）にそれぞれ相補的に同じ又は類似してもよい。加えて、図１２～図１３の実施形態に
おけるスリーブカプラセット１２１１０及びレシーバカプラセット１３２１０の水平曲率
半径は、また、スリーブカプラセット３１１０及び／又はレシーバカプラセット３２１０
の図１～図１１の実施形態に関して上述したものに類似してもよい。
【００５０】
　前述のように、図１～図１１の実施形態では、スリーブカプラセット３１１０（図１０
）及びレシーバカプラセット３２１０（図１１）の垂直テーパリングはほぼ無限大の垂直
曲率半径を含むことができ、それにより実質的に直線となる。図１２～図１３の実施形態
では、スリーブカプラセット１２１１０（図１２）及びレシーバカプラセット１３２１０
（図１３）の垂直テーパリングはより顕著な垂直曲率半径を含む。一例として、スリーブ
カプラ１２１１６（図１２）の垂直テーパリング１２１８６の垂直曲率半径は約０．８イ
ンチ（２０．３２ｍｍ）であるが、約０．４インチ（１０．１６ｍｍ）～２インチ（５０
．８ｍｍ）の範囲であり得る実施形態があってもよい。スリーブカプラセット１２１１０
の他の類似の部分の垂直曲率半径も、垂直テーパリング１２１８６について記載した範囲
と同じ範囲内であってもよい。加えて、レシーバカプラセット１３２１０（図１３）の垂
直曲率半径は、スリーブカプラセット１２１１０（図１２）について記載した垂直曲率半
径と相補的に同じ又は類似であってもよい。
【００５１】
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　いくつかの例では、スリーブカプラ及び／又はレシーバカプラの弓状面は、幾何学的構
造の部分を含んでもよい。例えば、スリーブカプラ１２１１６の弓状面（図１２）は二次
曲面を含んでもよく、レシーバカプラ１３２１８の弓状面（図１３）は、スリーブカプラ
１２１１６の弓状面に相補的な二次曲面を含んでもよい。このような例では、スリーブカ
プラ１２１１６及びレシーバカプラ１３２１８の二次曲面は、例えば、放物面の一部分又
は双曲面の一部分を含んでもよい。その二次弓状面が、錐面の一部分のような縮退二次曲
面（ｄｅｇｅｎｅｒａｔｅ　ｑｕａｄｒｉｃ　ｓｕｒｆａｃｅ）の一部分を含み得るスリ
ーブカプラ及びレシーバカプラを有する例もあってもよい。このような例は、スリーブカ
プラセット３１１０及びレシーバカプラセット３２００に関する図１０～図１１のものに
類似してもよい。
【００５２】
　図１０～図１１及び図１２～図１３の実施形態では、スリーブカプラセット３１１０（
図１０）及び／又は１２１１０（図１２）のスリーブカプラの弓状面、並びにレシーバカ
プラセット３２１０（図１１）及び／又は１３２１０（図１３）のレシーバカプラの弓状
面は、あらゆる屈曲点がないように、例えば、連続的に湾曲するように構成されてもよい
。同じ又は他の実施形態では、このような弓状面はまた、（それらのそれぞれの外周部を
除いて）縁なしであるように構成されてもよい。例えば、スリーブカプラ５１１６（図１
０）の全表面積は、その外周部内のその全表面積のあらゆる部分に関して縁なしである。
加えて、レシーバカプラ８２１８（図１１）の全表面積は、また、その外周部内のその全
表面積のあらゆる部分に関して縁なしである。類似の縁なし特性は、また、スリーブカプ
ラ１２１１０（図１２）及びレシーバカプラ１３２１８（図１３）に共通している。上述
の特性により、スリーブカプラがレシーバカプラに対して固定されるとき、接触面積を最
大化することができ、その対応するシャフトレシーバに対するそのシャフトスリーブの回
転を制限する。
【００５３】
　図３～図７及び図１０に見られるように、スリーブカプラセット３１１０はスリーブ外
壁３１３０の上部部分から突出している。同様に、図３～図４、図８～図９及び図１１に
見られるように、レシーバカプラセット３２１０はレシーバ内壁３２３０の上部部分内に
凹設されている。しかしながら、スリーブカプラセット３１１０及びレシーバカプラセッ
ト３２１０が別の場所に位置し得る他の実施形態があってもよい。例えば、スリーブカプ
ラセット３１１０及びレシーバカプラセット３２１０は、シャフトスリーブ１１００及び
シャフトレシーバ３２００それぞれの下部部分もしくは中間部分に又は下部部分もしくは
中間部分の方に位置してもよい。同じ又は他の実施形態では、スリーブカプラセット３１
１０がスリーブ外壁３１３０内に凹設され、レシーバカプラセット３２１０がレシーバ内
壁３２３０から突出するように、スリーブカプラセット３１１０とレシーバカプラセット
３２１０の形状を逆にしてもよい。本明細書中に記載される装置、方法及び製造する物品
はこの点に関して限定されない。
【００５４】
　図３に示される断面図に見られるように、ゴルフカップリング機構１０００は、また、
シャフトスリーブ１１００をシャフトレシーバ３２００に固定するように構成された固定
用締結具３４００を有する。本実施例では、固定用締結具３４００は、シャフトレシーバ
３２００の下部にある通路を介して、シャフトスリーブ１１００のスリーブ下端部３１９
２と結合するように構成されたボルトを有する。固定用締結具３４００は、ねじ山機構に
よりスリーブ下端部３１９２と結合するように構成されている。ねじ山機構が締められる
につれて、固定用締結具３４００は、シャフトスリーブ１１００をシャフトレシーバ３２
００の下端部に向かって引くように構成されており、それにより、スリーブカプラセット
３１１０の弓状面をレシーバカプラセット３２１０の弓状面に対して固定する。
【００５５】
　本実施例のような例では、ゴルフクラブヘッド１０１の本体、シャフトスリーブ１１０
０及び固定用締結具３４００の合計総質量は組立後クラブヘッド質量と呼ばれることがあ
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る一方、シャフトスリーブ１１００及び固定用締結具３４００のないゴルフクラブヘッド
１０１の本体の質量は分解後クラブヘッド質量と呼ばれることがある。
【００５６】
　本実施形態では、固定用締結具３４００は保持要素３４５０を有する。保持要素３４５
０は、固定用締結具３４００に結合され、固定用締結具３４００がシャフトスリーブ１１
００から分離されたときに、シャフトレシーバ３２００から完全に外れるのを制限するか
又は少なくとも阻止する。保持要素３４５０は、シャフトレシーバ３２００内に配置され
、固定用締結具３４００のねじ山の周囲に結合されたワッシャを含む。本実施形態では、
例えば、固定用締結具３４００を保持要素３４５０内に押し込むことによって固定用締結
具３４００のねじ山に沿ったその位置決めを可能にするように、また例えば、固定用締結
具３４００のねじ山に沿って位置決めされると実質的にその位置にとどまるように、保持
要素３４５０は、固定用締結具３４００のねじ山に可撓的に係合するように構成されても
よい。したがって、保持要素３４５０は、シャフトスリーブ１１００がシャフトレシーバ
３２００から取り外された後、固定用締結具３４００の端部をシャフトレシーバ３２００
内に保持することができ、スリーブ下端部３１９２への固定用締結具３４００の端部の挿
入を可能にできる。いくつかの例では、保持要素３４５０は、固定用締結具３４００の材
料に比べてより可撓性のある、ナイロン材料又は他のプラスチック材料などの材料を含ん
でもよい。
【００５７】
　他の例では、固定用締結具３４００がシャフトレシーバ３２００に入る穴は、固定用締
結具３４００のねじ山に対応するねじ山を含んでもよく、このようなねじ山は、これによ
り、保持要素として機能してもよい。これらの他の例では、保持要素３４５０は省略され
てもよい。
【００５８】
　シャフトスリーブ１１１０が固定用締結具３４００によってシャフトレシーバ３２００
内に固定されると、スリーブカプラセット３１１０及びレシーバカプラセット３２１０は
それら各々の弓状面の少なくとも大部分が互いに対して固定されるように構成されている
。例えば、図１０～図１１の実施形態では、互いに対して固定されると、スリーブカプラ
５１１６の全表面の少なくとも大部分と、レシーバカプラ８２１８の全表面の大部分とが
互いに接触し、シャフトレシーバ３２００に対するシャフトスリーブ１１００の回転が制
限される。別の例として、図１１～図１２の実施形態では、互いに対して固定されると、
スリーブカプラ１２１１６の全表面の大部分と、レシーバカプラ１３２１８の全表面の大
部分とは、また、互いに接触して回転が制限される。同じ又は他の例では、スリーブカプ
ラセット３１１０（図１０）又は１２１１０（図１２）の個々のスリーブカプラと、レシ
ーバカプラセット３２１０（図１１）又は１３２１０（図１３）の個々のレシーバカプラ
との間の境界面によって画定される接触面積は、個々のレシーバカプラ又は個々のスリー
ブカプラの全表面の約５１％～約９５％であってもよい。いくつかの実施形態では、この
ような接触面積は、個々のレシーバカプラ及び／又は個々のスリーブカプラの全表面に実
質的に近似するか又は等しいなど、更に大きくてもよい。スリーブカプラセット３１１０
（図１０）又は１２１１０（図１２）のスリーブカプラの弓状面が、レシーバカプラセッ
ト３２００（図１１）又は１３２１０（図１３）のレシーバカプラの弓状面に対して固定
されると、各々の接触面積にわたり垂直抗力が互いに作用する例もあってもよい。
【００５９】
　本実施例では、固定用締結具３４００がシャフトレシーバ３２００内のシャフトスリー
ブ１１００を固定しているとき、スリーブトップ部３１７０はシャフトレシーバ３２００
の外部にとどまり、レシーバカプラセット３２１０に対するスリーブカプラセット３１１
０の固定により、スリーブトップ部３１７０の下端部３１７１はシャフトレシーバ３２０
０の上端部から離間している。このような内蔵空間により製造公差が緩和され、スリーブ
カプラセット３１１０をレシーバカプラセット３２１０に対して適切に固定できることを
確実とする。
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【００６０】
　同じ又は他の例では、スリーブカプラセット３１１０の１つ以上のスリーブカプラの一
部分は、シャフトレシーバ３２００の上端部を越えて突出してもよい。スリーブカプラセ
ット３１１０の１つ以上のスリーブカプラが、レシーバカプラセット３２１０の１つ以上
のレシーバカプラの下端部を越えて延出し得る例があってもよい。他の例では、レシーバ
カプラセットの１つ以上のレシーバカプラは、スリーブカプラセット３１１０の１つ以上
のスリーブカプラの下端部を越えて延出してもよい。上述した特徴のいくつかは、要求さ
れる製造公差を緩和するためにゴルフカップリング機構１０００へと設計されてもよい一
方、レシーバカプラセット３２１０に対するスリーブカプラセット３１１０の適切な固定
をなお可能にしてもよい。
【００６１】
　図１４は、図４の線ＸＩＶ－ＸＩＶにおいて見た、構成１４００のゴルフカップリング
機構１０００の上部断面図を示す。ゴルフカップリング機構１０００は、図３～図４及び
図１４では構成１４００において示され、スリーブカプラセット３１１０のスリーブカプ
ラ３１１１、７１１５、３１１２及び５１１６（図７）は、それぞれレシーバカプラセッ
ト３２１０のレシーバカプラ３２１３、８２１７、３２１４及び８２１８（図８）に結合
されている。上記のように、シャフト穴軸６１５０（図６）はシャフトスリーブ１１００
のスリーブ軸５１５０と非同軸であるため、図１４の構成１４００は、シャフト穴軸６１
５０（図６）とシャフトレシーバ３２００（図３～図４、図８～図９）との間に及び／又
はシャフト１０２（図１）とゴルフクラブヘッド１０１（図１）との間に第１のライ角及
び第１のロフト角を有することができる。
【００６２】
　図１５は、図４の線ＸＩＶ－ＸＩＶにおいて見た、構成１５００のゴルフカップリング
機構１０００の上部断面図を示す。構成１５００では、スリーブカプラセット３１１０の
スリーブカプラ３１１２、５１１６、３１１１及び７１１５（図７）は、それぞれレシー
バカプラセット３２１０のレシーバカプラ３２１３、８２１７、３２１４及び８２１８（
図８）に結合されている。上記のように、シャフト穴軸６１５０（図６）はシャフトスリ
ーブ１１００のスリーブ軸５１５０と非同軸であるため、図１５の構成１５００は、シャ
フト穴軸６１５０（図６）とシャフトレシーバ３２００（図３～図４、図８～図９）との
間に及び／又はシャフト１０２（図１）とゴルフクラブヘッド１０１（図１）との間に第
２のライ角及び第２のロフト角を有することができる。
【００６３】
　図１６は、図４の線ＸＩＶ－ＸＩＶにおいて見た、構成１６００のゴルフカップリング
機構１０００の上部断面図を示す。構成１６００では、スリーブカプラセット３１１０の
スリーブカプラ７１１５、３１１２、５１１６及び３１１１（図７）は、それぞれレシー
バカプラセット３２１０のレシーバカプラ３２１３、８２１７、３２１４及び８２１８（
図８）に結合されている。上記のように、シャフト穴軸６１５０（図６）はシャフトスリ
ーブ１１００のスリーブ軸５１５０と非同軸であるため、図１６の構成１６００は、シャ
フト穴軸６１５０（図６）とシャフトレシーバ３２００（図３～図４、図８～図９）との
間に及び／又はシャフト１０２（図１）とゴルフクラブヘッド１０１（図１）との間に第
３のライ角及び第３のロフト角を含む。
【００６４】
　図１７は、図４の線ＸＩＶ－ＸＩＶにおいて見た、構成１７００のゴルフカップリング
機構１０００の上部断面図を示す。構成１７００では、スリーブカプラセット３１１０の
スリーブカプラ５１１６、３１１１、７１１５及び３１１２（図７）は、それぞれレシー
バカプラセット３２１０のレシーバカプラ３２１３、８２１７、３２１４及び８２１８（
図８）に結合されている。上記のように、シャフト穴軸６１５０（図６）はシャフトスリ
ーブ１１００のスリーブ軸５１５０と非同軸であるため、図１７の構成１７００は、シャ
フト穴軸６１５０（図６）とシャフトレシーバ３２００（図３～図４、図８～図９）との
間に及び／又はシャフト１０２（図１）とゴルフクラブヘッド１０１（図１）との間に第



(18) JP 6563502 B2 2019.8.21

10

20

30

40

50

４のライ角及び第４のロフト角を含む。
【００６５】
　スリーブ軸５１５０及びスリーブカプラセット３１１０に対するシャフト穴軸６１５０
の角度に応じて、図１４～図１７に示される構成により異なるライ角及びロフト角アライ
メントを得てもよい。例えば、本実施形態では、図６に見られるように、シャフト１０２
（図１）がシャフトスリーブ１１００に挿入されたときにスリーブカプラ３１１２の方に
傾くように、シャフト穴軸６１５０とスリーブ軸５１５０との間の角度により、シャフト
穴３１２０の下部をスリーブカプラ３１１１の方に向ける。
【００６６】
　したがって、構成１４００（図１４）では、第１のライ角はより小さいライ角を有して
もよく、第１のロフト角は中立又は中間のロフト角を有してもよい。一例として、第１の
ライ角は、シャフト１０２のグリップ端部をゴルフクラブヘッド１０１（図１）のヒール
部の方に約０．２度～約４度傾けるように設定することができ、これにより、構成１４０
０におけるゴルフクラブのライ角は減少する。本実施例の中立である第１のロフト角は、
構成１４００においてシャフト１０２の傾きに影響しない。
【００６７】
　構成１５００（図１５）では、第２のライ角はより大きいライ角を有してもよく、第２
のロフト角は中立又は中間のロフト角を有してもよく、このロフト角は構成１４００（図
１４）の第１のロフト角と類似していても等しくてもよい。一例として、第２のライ角は
、シャフト１０２のグリップ端部をゴルフクラブヘッド１０１（図１）のトウ部の方に約
０．２度～約４度傾けるように設定することができ、これにより、構成１５００における
ゴルフクラブのライ角は増大する。本実施例の中立である第２のロフト角は、構成１５０
０においてシャフト１０２の傾きに影響しない。
【００６８】
　構成１６００（図１６）では、第３のロフト角はより小さいロフト角を有してもよく、
第３のライ角は中立又は中間のライ角を有してもよい。一例として、第３のロフト角は、
シャフト１０２のグリップ端部をゴルフクラブヘッド１０１（図１）のリア部の方に約０
．２度～約４度傾けるように設定することができ、これにより、構成１６００におけるゴ
ルフクラブのロフト角は減少する。本実施例の中立である第３のライ角は、構成１６００
においてシャフト１０２の傾きに影響しない。
【００６９】
　構成１７００（図１７）では、第４のロフト角はより大きいロフト角を有してもよく、
第４のライ角は中立又は中間のライ角を有してもよく、このライ角は構成１６００（図１
６）の第３のライ角と類似していても等しくてもよい。一例として、第４のロフト角は、
シャフト１０２のグリップ端部をゴルフクラブヘッド１０１（図１）のフロント部又は打
面の方に約０．２度～約４度傾けるように設定することができ、これにより、構成１７０
０におけるゴルフクラブのロフト角は増大する。本実施例の中立である第４のライ角は、
構成１７００におけるシャフト１０２の傾きに影響しない。
【００７０】
　他の実施形態では、シャフトスリーブ１１００のスリーブ軸５１５０（図６）に対する
シャフト穴軸６１５０（図６）の角度及び／又は向きを変えることによって、他のライ角
とロフト角との関係を構成してもよい。更に、図１４～図１７から分かるように、スリー
ブカプラ３１１１、３１１２、５１１６及び７１１５は互いに対称であり、レシーバカプ
ラ３２１３、３２１４、８２１７及び８２１８も互いに対称である。異なる実施形態では
、（４つではなく）２つのみの異なるライ角とロフト角との組み合わせが可能となるよう
に、スリーブカプラ及びレシーバカプラのうちの対向するもののみが互いに対称であって
もよい。
【００７１】
　図１～図１７のゴルフカプラ機構に関する上述した様々な特徴は、調節可能なシャフト
カップリング機構を有する他のゴルフクラブヘッドと比較した場合、ゴルフカプラ機構が
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使用されるゴルフクラブに対していくつかの性能利点を付与することもできる。例えば、
必要な部品の数が少ないことから及び／又はレシーバカプラセット３２１０がシャフトレ
シーバ３２００（図３）の上端部の方のみに配置されることから、ホーゼル１０１５（図
１）のホーゼル直径１０３１を最小に維持することができ、及び／又は対応する標準的な
ゴルフクラブヘッドのホーゼル直径と比較的変わらないものとすることができる。いくつ
かの例では、図８に見られるように、ホーゼル直径１０３１はレシーバ上端部１０３２に
おいて、約２０ｍｍ未満、例えば、約０．５５インチ（約１４ｍｍ）、又は例えば、約０
．５３インチ（約１３．４６ｍｍ）であってもよい。加えて、シャフトレシーバ３２００
のレシーバ上端部１０３２において示されるように、シャフトレシーバ３２００の上部壁
厚さ９２５０（図８～図９）を最小にすることができる。例えば、上部壁厚さ９２５０は
、約０．０３５インチ（約０．９ｍｍ）以下、また例えば、約０．０２４インチ（約０．
６１ｍｍ）であってもよい。
【００７２】
　図８に見られるように、本実施形態では、上部壁厚さ９２５０は、レシーバ上端部１０
３２に沿って厚みが変化し、レシーバ上端部１０３２に、少なくとも１つのホーゼル上壁
薄肉部分８２５２と、少なくとも１つのホーゼル上壁厚肉部分８２５１とを有する。ホー
ゼル直径１０３１の中心点に対して径方向に測定した場合、レシーバ上端部１０３２にお
けるホーゼル上壁厚肉部分８２５１は、約２．３ｍｍ以下の厚みを有することができる。
ホーゼル直径１０３１の中心点に対して径方向に測定した場合、レシーバ上端部１０３２
におけるホーゼル上壁薄肉部分８２５２は、約０．９ｍｍ以下の厚みを有することができ
る。本実施例では、ホーゼル直径１０３１の中心点に対して径方向に測定した場合、ホー
ゼル上壁厚肉部分８２５１は約１．２７ｍｍ以下、ホーゼル頂壁薄肉部分８２５２は０．
６４ｍｍ以下であってもよい。
【００７３】
　上述のように、ホーゼル直径１０３１を最小にすることにより、ホーゼル１０１５の空
気力学的抗力が低下することで、ゴルフクラブヘッド１０１の空気力学的特性を向上させ
ることができる。図１９は、ゴルフクラブヘッド１９１０及び１９２０の各ホーゼルの停
滞抗力伴流領域１９１１及び１９２１の比較を示す。ゴルフクラブヘッド１９１０は約０
．５インチのホーゼル直径を有し、ゴルフクラブヘッド１９２０は約０．６２インチのよ
り大きいホーゼル直径を有する。いくつかの例では、ゴルフクラブヘッド１９１０はゴル
フクラブヘッド１０１（図１～図４、図８～図９）に類似してもよい。図１９に見られる
ように、クラブヘッド１９２０のより大きいホーゼル直径によってそのホーゼルの下流側
により大きい停滞抗力伴流領域１９２１が生成され、クラブヘッド１９１０のより小さい
停滞抗力伴流領域１９１１と比較した場合に空気力学的抗力の値が高くなる。図２０は、
ゴルフクラブヘッド１９１０及び１９２０のホーゼル直径に関するオープンフェース角の
関数としての抗力のチャートを示す。いくつかの例では、クラブヘッド１９１０は、また
、約０．３３５インチ（約８．５ｍｍ）のシャフト厚さなど、低減されたシャフト厚さを
有するゴルフクラブシャフトを含んでもよい。同じ又は他の例では、５０度以下のオープ
ンフェースの向きでは、このようなホーゼル直径の差により、ゴルフクラブヘッド１９２
０のより大きい抗力と比較した場合、ゴルフクラブヘッド１９１０のドラグ抵抗（ｄｒａ
ｇ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ）が約０．１ポンド以下低くなってもよい。同じ又は他の例で
は、ゴルフクラブヘッド１９１０の抗力は、ほぼスクエアの向きにおける約１．２ポンド
から、約５０度のオープンフェースの向きにおける約０．２ポンドまでの範囲であっても
よい。
【００７４】
　同じ又は他の実施形態では、調節可能なシャフトカップリング機構を有する他のゴルフ
クラブヘッドと比較した場合、図１～図１７のゴルフカプラ機構の質量及び／又は質量比
をそれら各々のゴルフクラブヘッドに対して最小にしてもよい。例えば、ゴルフクラブヘ
ッド１０１（図１～図４、図８～図９）がドライバー型ゴルフクラブヘッドを有する例で
は、クラブヘッド１０１の種々の要素は、以下の表１に示すものに類似する質量特性を有
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【００７５】
【表１】

【００７６】
　このような例では、以下の表２に示すように、組立後のクラブヘッド１０１に対するゴ
ルフカプラ機構１０００の質量の比は非常に低くなってもよい。
【００７７】
【表２】

【００７８】
　例えば、ゴルフクラブヘッド１０１（図１～図４、図８～図９）がフェアウェイウッド
型ゴルフクラブヘッドを有する他の例では、クラブヘッド１０１の種々の要素は、以下の
表３に示すものに類似する質量特性を有してもよい。
【００７９】
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【表３】

【００８０】
　このような例では、以下の表４に示すように、組立後のクラブヘッド１０１に対するゴ
ルフカプラ機構１０００の質量の比は非常に低くなってもよい。
【００８１】
【表４】

【００８２】
　上述の質量、寸法及び／又は位置特性により、ゴルフクラブヘッドの質量分布及び／又
は重心（ＣＧ）の位置に関する利点及び／又は柔軟性を提供することができる例があって
もよい。例えば、シャフトスリーブ１１００のシャフトスリーブ重心１１５０（図１）は
、シャフトスリーブＣＧ垂直距離１１５９（図１）に配置されるように構成されてもよい
。
【００８３】
　クラブヘッド１０１（図１～図４、図８～図９）がドライバー型ゴルフクラブヘッドを
有する実施形態のようないくつかの例では、シャフトスリーブ１１００のシャフトスリー
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ブ重心１１５０（図１）は、ドライバー型クラブヘッド１０１のソール１０１４の外部ソ
ール下端部１０１４１の上方約５０ｍｍ未満のシャフトスリーブＣＧ垂直距離１１５９に
配置されるように構成されてもよい。同じ又は他の例では、シャフトスリーブＣＧ垂直距
離１１５９は、外部ソール下端部１０１４１の上方約４６．２ｍｍ未満でありってもよい
。同じ又は他の例では、シャフトスリーブＣＧ垂直距離１１５９は、外部ソール下端部１
０１４１の上方約４３．７ｍｍ未満であってもよい。シャフトスリーブ１１００のシャフ
トスリーブ重心１１５０は、また、いくつかの実施形態では、ドライバー型の組立後のゴ
ルフクラブヘッド１０１の組立後のクラブヘッド重心１０５０（図１）の上方約０．５９
インチ（約１５ｍｍ）未満のシャフトスリーブＣＧ垂直距離１０５９（図１）に配置され
るように構成されてもよい。同じ又は他の実施形態では、シャフトスリーブＣＧ垂直距離
１１５９は、ドライバー型クラブヘッド１０１の組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離１０
５８よりも少なくとも約７．６ｍｍ大きくされてもよい。
【００８４】
　クラブヘッド１０１（図１～図４、図８～図９）がフェアウェイウッド型ゴルフクラブ
ヘッドを有する実施形態のような他の例では、シャフトスリーブ１１００のシャフトスリ
ーブ重心１１５０（図１）は、フェアウェイウッド型クラブヘッド１０１のソール１０１
４の外部ソール下端部の上方約３５．６ｍｍ未満のシャフトスリーブＣＧ垂直距離１１５
９に配置されるように構成されてもよい。同じ又は他の例では、シャフトスリーブＣＧ垂
直距離１１５９は、フェアウェイウッド型クラブヘッド１０１のソール１０１４の外部ソ
ール下端部１０１４１の上方約１．３５インチ（約３４．３ｍｍ）未満であってもよい。
シャフトスリーブ１１００のシャフトスリーブ重心１１５０は、また、いくつかの実施形
態では、フェアウェイウッド型の組立後のゴルフクラブヘッド１０１の組立後のクラブヘ
ッド重心１０５０（図１）の上方約１９ｍｍ未満のシャフトスリーブＣＧ垂直距離１０５
９（図１）に配置されるように構成されてもよい。同じ又は他の実施形態では、シャフト
スリーブＣＧ垂直距離１１５９は、フェアウェイウッド型クラブヘッド１０１の組立後の
クラブヘッドＣＧ垂直距離１０５８よりも少なくとも約１６．５ｍｍ大きくされてもよい
。
【００８５】
　本実施例では、図１に見られるように、ホーゼル１０１５は、ホーゼル１０１５の長手
方向中心線に沿って延びるホーゼル軸１０１６を有する。ホーゼル軸１０１６は、下部水
平軸１０１９に対してホーゼルライ角１０１８を画定する。下部水平軸１０１９は、ソー
ル下端部１０１４１に水平に正接する。いくつかの実施形態では、ホーゼルライ角１０１
８は、例えば、約５８度であってもよい。本実施形態では、シャフトスリーブＣＧ垂直距
離１１５９及び組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離１０５８は、下部水平軸１０１９から
垂直に延びる。
【００８６】
　クラブヘッド１０１は、また、クラウン１０１７の上端部に垂直に、ソール下端部１０
１４１に対して延びるクラウン高さ垂直距離１０１８を有する。例えば、クラブヘッド１
０１がドライバー型ゴルフクラブヘッドを有するいくつかの実施形態では、クラウン高さ
垂直距離１０１８はソール下端部１０１４１に対して少なくとも約５９．７ｍｍであって
もよい。同じ又は他の実施形態では、組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離は、ソール下端
部１０１４１に対して約３３ｍｍ未満であってもよい。
【００８７】
　図１に見られるように、レシーバ上端部１０３２がホーゼル１０１５の上部にあり、ゴ
ルフクラブヘッド１０１のクラウン１０１７の上端部よりも下にとどまるように構成され
ている例もあってもよい。同じ又は他の実施形態では、ホーゼル１０１５には円筒状外部
上部部分がない場合があり、クラウン１０１７は、ホーゼル１０１５の円筒状外部形状を
画定することなく、ホーゼル１０１５のレシーバ上端部１０３２において実質的に円形の
外周部へと移行してもよい。このような特徴により、シャフトスリーブ１１００の重心の
位置を組立後のゴルフクラブヘッド１０１の重心に近づけることを可能にすることができ
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る。
【００８８】
　図に戻ると、図１８は、本開示による、ゴルフカプラ機構を提供し、形成し、及び／又
は製造するために使用されてもよい方法１８０００のフローチャートを示す。いくつかの
例では、ゴルフカプラ機構は、図１～図１１及び図１４～図１６のゴルフカプラ機構１０
００又は図１２～図１３のゴルフカプラ機構に類似してもよい。
【００８９】
　方法１８０００は、ゴルフクラブシャフトの端部と結合し、スリーブ弓状カプラセット
を含むシャフトスリーブを用意するためのブロック１８１００を有する。いくつかの例で
は、シャフトスリーブはシャフトスリーブ１１００（図１～図７、図１０、図１４～図１
６）及び／又はシャフトスリーブ１２１００（図１２）に類似してもよい。ゴルフクラブ
シャフトは、ゴルフクラブシャフト１０２（図１、図５）に類似してもよい。同じ又は他
の例では、スリーブ弓状カプラセットは、スリーブカプラセット３１１０（図３～図７、
図１０、図１４～図１７）及び／又はスリーブカプラセット１２１１０（図１２）に類似
してもよい。
【００９０】
　方法１８０００のブロック１８２００は、シャフトスリーブのスリーブ弓状カプラセッ
トと結合するように構成されたレシーバ弓状カプラセットを有するゴルフクラブヘッドの
シャフトレシーバを用意することを有する。いくつかの例では、シャフトレシーバは、シ
ャフトレシーバ３２００（図３～図４、図８～図９、図１１、図１４～図１７）及び／又
はシャフトレシーバ１３２００（図１３）に類似してもよい。レシーバ弓状カプラセット
は、レシーバカプラセット３２１０（図３～図４、図８～図９、図１１、図１４～図１７
）及び／又はレシーバカプラセット１３２１０（図１３）に類似してもよい。
【００９１】
　方法１８０００のブロック１８３００は、シャフトスリーブをシャフトレシーバに固定
するように構成された固定用締結具を用意することを有する。いくつかの例では、固定用
締結具は、固定用締結具３４００（図３～図４）に類似してもよい。固定用締結具は、シ
ャフトスリーブをシャフトレシーバの方に引き、スリーブ弓状カプラセットをレシーバ弓
状カプラセットに対して固定させるように構成されてもよい。
【００９２】
　いくつかの例では、方法１８０００の異なるブロックの１つ以上は、単一のブロックに
組み合わても、同時に実施してもよく、及び／又はこのようなブロックの順序を変更して
もよい。例えば、いくつかの実施形態では、必要に応じて、ブロック１８２００とブロッ
ク１８３００とを組み合わせてもよい。同じ又は他の例では、方法１８０００のブロック
のいくつかを、いくつかのサブブロックに細分してもよい。一例として、ブロック１８１
００は、スリーブ弓状カプラセットのスリーブカプラの弓状面の水平曲率半径を形成する
ためのサブブロックと、スリーブ弓状カプラセットのスリーブカプラの弓状面の垂直テー
パリングを形成するためのサブブロックとを有してもよい。方法１８０００が更なる又は
異なるブロックを有し得る例があってもよい。一例として、方法１８０００は、ブロック
１８２００のシャフトレシーバ用のゴルフクラブヘッドを用意するための別のブロック、
及び／又はブロック１８１００のシャフトスリーブ用のシャフトを用意するための別のブ
ロックを有してもよい。加えて、方法１８０００が上述のステップの一部のみを有し得る
例があってもよい。例えば、いくつかの実施においてブロック１８３００は任意であって
もよい。本開示の範囲から逸脱することなく方法１８０００の他の変化形態を実施しても
よい。
【００９３】
スロットキャップゴルフカップリング機構
　先の図を参照すると、図２１は、一実施形態による、ゴルフカップリング機構２１１０
００を有するゴルフクラブヘッド２１１０１の前部斜視図を示す。多くの実施形態では、
ゴルフカップリング機構２１１０００は、ゴルフクラブシャフト２１１０２などのゴルフ
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クラブシャフトの端部に結合されるように構成されたシャフトスリーブ２１１１００を有
してもよい。種々の実施形態では、ゴルフクラブヘッド２１１０１はゴルフクラブヘッド
１０１（図１）に類似してもよく、ゴルフカップリング機構２１１０００はゴルフカップ
リング機構１０００（図１）に類似してもよく、及び／又はゴルフクラブシャフト２１１
０２はゴルフクラブシャフト１０２（図１）に類似するかもしくは同一であってもよい。
したがって、ゴルフカップリング機構２１１０００は、シャフトスリーブ２１１１００及
びシャフトレシーバ２１３２００を有してもよい。一方、シャフトスリーブ２１１１００
はシャフトスリーブ１１００（図１）に類似してもよく、及び／又はシャフトレシーバ２
１３２００はシャフトレシーバ３２００（図３）に類似してもよい。
【００９４】
　再び先の図面を参照すると、図２２は、図２１の実施形態による、ゴルフクラブヘッド
２１１０１（図２１）から分離されたシャフトスリーブ２１１１００の側面図を示す。一
方、図２３は、図２１の実施形態による、図２２の線ＸＸＩＩＩ－ＸＸＩＩＩに沿ったシ
ャフトスリーブ２１１１００の断面図を示す。
【００９５】
　図２２を参照すると、シャフトスリーブ２１１１００は、シャフトスリーブ本体２２１
０３及びシャフトスリーブキャップ２２１０４を有する。更に、多くの実施形態では、シ
ャフトスリーブ本体２２１０３は、スリーブ本体外壁２２３１３０から突出している１つ
以上のカプラを有するスリーブカプラセット２２３１１０を有することができ、シャフト
レシーバ２１３２００（図２１）は、シャフトスリーブ２１１１００のスリーブカプラセ
ット２２３１１０に係合し、シャフトレシーバ２１３２００に対するシャフトスリーブ２
１１１００の回転を制限するように構成されたレシーバカプラセットを有してもよい。こ
れら又は他の実施形態では、スリーブカプラセット２１３１１０はスリーブカプラセット
３１１０（図３）に類似してもよく、スリーブ本体外壁２２３１３０はスリーブ外壁３１
３０（図３）に類似してもよく、及び／又はレシーバカプラセットはレシーバカプラセッ
ト３２１０（図３）に類似してもよい。以下で更に詳細に説明するように、多くの実施形
態では、シャフトスリーブキャップ２２１０４はフェルールを有してもよく、シャフトス
リーブ本体２２１０３をゴルフクラブシャフト２１１０２（図２１）と結合するように動
作可能であってもよい。
【００９６】
　一方、ここで図２３を参照すると、シャフトスリーブ２１１１００は、（ｉ）ゴルフク
ラブシャフト２１１０２（図２１）の端部を受け入れるように構成されたシャフト穴２３
３１２０、（ｉｉ）スリーブ本体下端部２３３１９２にある固定用締結具穴２３１０５、
（ｉｉｉ）穴底面２３１１１、及び／又は（ｉｖ）シャフトスリーブ上端部２３１１９１
を有してもよい。シャフトスリーブ２１１１００をシャフトレシーバ２１３２００（図２
１）に固定するために、固定用締結具穴２３１０５は、固定用締結具（図示せず）を受け
入れるように構成されてもよい。更に、穴底面２３１１１は、シャフト穴２３２１２０の
底面（例えば、最深面）を有してもよい。多くの実施形態では、シャフト穴２３３１２０
はシャフト穴３１２０（図３）に類似してもよく、固定用締結具穴２３１０５は固定用締
結具３４００（図３）を受け入れるように構成された穴と類似するかもしくは同一であっ
てもよく、スリーブ本体下端部２３３１９２はスリーブ下端部３１９２（図３）と類似す
るるかもしくは同一であってもよく、固定用締結具は固定用締結具３４００（図３）と類
似するかもしくは同一であってもよく、及び／又はシャフトスリーブ上端部２３１１９１
はスリーブ上端部１１９１（図３）と類似するかもしくは同一であってもよい。
【００９７】
　更に、シャフトスリーブ本体２２１０３がシャフトスリーブキャップ２２１０４に結合
される場合、シャフトスリーブ２１１１００は、シャフトスリーブ高さ２３１１９と、シ
ャフトスリーブ本体高さ２３１２０と、シャフトスリーブキャップ高さ２３１２１と、シ
ャフトスリーブキャップ上部高さ２３１２２とを有してもよい。シャフトスリーブ高さ２
３１１９は、スリーブ本体下端部２３３１９２にほぼ垂直に測定した、スリーブ本体下端
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部２３３１９２からシャフトスリーブ上端部２３１１９１までの距離を意味してもよい。
一方、シャフトスリーブ本体高さ２３１２０は、シャフトスリーブ高さ２３１１９に平行
に測定した、スリーブ本体下端部２３３１９２からシャフトスリーブ本体２２１０３の上
端部までの距離を意味してもよい。シャフトスリーブキャップ高さ２３１２１は、シャフ
トスリーブ高さ２３１１９に平行に測定した、シャフトスリーブキャップ２２１０４の下
部からシャフトスリーブ上端部２３１１９１までの距離を意味してもよい。更に、シャフ
トスリーブキャップ上部高さ２３１２２は、シャフトスリーブ高さ２３１１９とシャフト
スリーブ本体高さ２３１２０との間の差を意味してもよい。
【００９８】
　例えば、シャフトスリーブ高さ２３１１９は約１．７８インチ以上、約１．８２インチ
以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブ高さ２３１１９は約１．８インチ
であってもよい。
【００９９】
　更に、シャフトスリーブ本体高さ２３１２０は約１．５２７インチ以上、約１．５６７
インチ以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブ本体高さ２３１２０は約１
．５４７インチであってもよい。
【０１００】
　更にまた、シャフトスリーブキャップ高さ２３１２１は約０．４３インチ、且つ約０．
４７インチ以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブキャップ高さ２３１２
１は約０．４５インチであってもよい。
【０１０１】
　一方、例えば、シャフトスリーブキャップ上部高さ２３１２２は約０．２３インチ以上
、約０．２７インチ以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブ本体高さ２３
１２２は約０．２５インチであってもよい。
【０１０２】
　いくつかの実施形態では，固定用締結具穴２３１０５に挿入するための固定用締結具（
図示せず）はチタン被覆鋼を有してもよい。更に、固定用締結具は固定用締結具質量を有
してもよい。固定用締結具質量は約２．７グラム以上であってもよい。
【０１０３】
　次の図面を参照すると、図２４は、図２１の実施形態による、シャフトスリーブキャッ
プ２２１０４（図２２）から分離されたシャフトスリーブ本体２２１０３の側面図を示す
。シャフトスリーブ本体２２１０３は、１つ以上の領域２４１０６に関連してもよい。例
えば、領域２４１０６は、締結具領域２４１０７と、中間領域２４１０８と、カプラ領域
２４１０９と、キャップインターフェース領域２４１１０とを有してもよい。
【０１０４】
　締結具領域２４１０７は、スリーブ本体下端部２３３１９２と穴底面２３１１１（図２
３）との間に位置するシャフトスリーブ本体２２１０３の一部分を意味してもよい。一方
、カプラ領域２４１０９は、スリーブカプラセット２２３１１０の最下点（例えば、スリ
ーブ本体下端部２３３１９２（図２３）に最も近いスリーブカプラセット２２３１１０の
点）から、スリーブカプラセット２２３１１０の最高点（例えば、スリーブ本体下端部２
３３１９２から最も遠いスリーブカプラセット２２３１１０の点）まで位置するシャフト
スリーブ本体の一部分を意味してもよい。一方、中間領域２４１０８は、締結具領域２４
１０７とカプラ領域２４１０９との間のシャフトスリーブ本体２２１０３の一部分を意味
してもよい。キャップインターフェース領域２４１１０は、中間領域２４１０８に対して
カプラ領域２４１０９の反対側にあるシャフトスリーブ本体２２１０３の一部分を意味し
てもよい。
【０１０５】
　ゴルフクラブヘッド２１１０１（図２１）がスイングされたとき及び／又はゴルフボー
ルを打つように操作されたとき、締結具領域２４１０７及びカプラ領域２４１０９は高い
応力を受ける可能性がある。一方、中間領域２４１０８及び／又はキャップインターフェ
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ース領域２４１１０は、締結具領域２４１０７及びカプラ領域２４１０９が受ける高い応
力よりも低い応力を受ける可能性がある。
【０１０６】
　固定用締結具によってシャフトスリーブ２１１１００（図２１）をシャフトレシーバ２
１３２００（図２１）に固定することで、締結具領域２４１０７における高い応力の相殺
を補助することができる。更に、カプラ領域２４１０９において受ける可能性のある高い
応力のため、スリーブカプラセット２２３１１０のカプラは、シャフトスリーブ本体２２
１０３のスリーブ本体壁に付加的な厚みを付与するように構成されたソリッドローブ（ｓ
ｏｌｉｄ　ｌｏｂｅ）を有してもよい。したがって、カプラはスリーブ本体壁をカプラ領
域２４１０９において強化し、カプラ領域２４１０９におけるこれらの高い応力を相殺す
ることができる。スリーブカプラセット２２３１１０のカプラは（例えば、直線的に又は
曲線的に）勾配することができ、スリーブ本体下端部２３３１９２から最も遠いカプラ領
域２４１０９の端部（例えば、カプラ領域２４１０９がキャップインターフェース領域２
４１１０に接続する位置）に最大厚さを有し、スリーブ本体下端部２３３１９２（図２３
）に最も近いカプラ領域２４１０９の端部（例えば、カプラ領域２４１０９が中間領域２
４１０８と接続する位置）に最小厚さを有する。例えば、最大厚さは約０．７５インチの
厚さであってもよい。最小厚さは約０．０２０インチの厚さであってもよい。多くの実施
形態では、スリーブカプラセット２２３１１０（図２２）のカプラを勾配させることで、
中間領域２４１０８とキャップインターフェース領域２４１１０との間に連続性（例えば
、厚みの滑らかな移行）を付与することができる。
【０１０７】
　いくつかの実施形態では、スリーブカプラセット２２３１１０のカプラは輪郭が対称で
あってもよい。スリーブカプラセット２２３１１０のカプラの長さは約０．３８インチ以
下であってもよく（例えば、シャフトスリーブ本体４２１０３のスリーブ本体外壁２２３
１３０の一部）、約０．２６インチ以上であってもよい（例えば、シャフトスリーブ本体
２２１０３のスリーブ本体外壁２２３１３０の別の部分）。
【０１０８】
　いくつかの実施形態では、カプラは、シャフトスリーブ本体２２１０３のスリーブ本体
外壁２２３１３０の第１部分の方が別の部分（例えば、第１部分に正対するか又は１８０
度対向する部分）よりも長くなるように、スリーブカプラセット２２３１１０のカプラは
輪郭が非対称であってもよい。スリーブカプラセット２２３１１０のカプラの長さは約０
．３８インチ以下であってもよく（例えば、シャフトスリーブ本体２２１０３のスリーブ
本体外壁２２３１３０の部分）、約０．２６０インチ以上であってもよい（例えば、シャ
フトスリーブ本体２２１０３のスリーブ本体外壁２２３１３０の別の部分）。多くの実施
形態では、スリーブカプラセット２２３１１０（図２２）のカプラは、スリーブ本体下端
部２３３１９２から最も遠いカプラ領域２４１０９の端部（例えば、カプラ領域２４１０
９がキャップインターフェース領域２４１１０と接続する位置）における、シャフトスリ
ーブ本体２２１０３のスリーブ軸に最も近いシャフトスリーブ本体２２１０３のスリーブ
本体外壁２２３１３０の部分において最長であってもよい。スリーブ軸はスリーブ軸５１
５０（図５）と類似するかもしくは同一であってもよい。換言すると、スリーブカプラセ
ット２２３１１０（図２２）のカプラは、スリーブ軸を有し、スリーブ本体下端部２３３
１９２にほぼ垂直に延びる面に交差するシャフトスリーブ本体２２１０３のスリーブ本体
外壁２２３１３０の部分において最長であってもよい。
【０１０９】
　一方、ゴルフクラブヘッド２１１０１がスイングされたとき及び／又はゴルフボールを
打つように操作されたとき、中間領域２４１０８が受ける応力はより低くなることから、
シャフトスリーブ本体のスリーブ本体壁はカプラ領域２４１０９の一部もしくは全体より
も中間領域２４１０８においてより薄くされてもよいく、及び／又は中間領域２４１０８
は穴もしくは凹部を有することにより重量を低減してもよい。例えば、中間領域２４１０
８におけるシャフトスリーブ本体２２１０３のスリーブ本体壁は約０．０２０インチの厚
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さ（例えば、平均厚さ）を有してもよい。
【０１１０】
　ここで図２３に戻ると、いくつかの実施形態では、シャフト穴２３３１２０は、約０．
３４６インチの幅（例えば、直径）を有してもよい。これらの実施形態では、幅は平均幅
を有してもよく、及び／又はシャフト穴２３３１２０の全体にわたりほぼ一定であっても
よい。
【０１１１】
　種々の実施形態では、シャフトスリーブ本体２２１０３はシャフト穴２３３１２０にエ
ッチングチャネル２３１１２を有し、ゴルフクラブシャフト２１１０２（図２１）をシャ
フトスリーブ本体２２１０３にエポキシ接着するためのより適切な表面積を付与すること
ができる。エッチングチャネル２３１１２はカプラ領域２４１０９（図２４）に、及び／
又は例えばカプラ領域２４１０９（図２４）に近い方の中間領域２４１０８（図２４）の
半分など、中間領域２４１０８（図２４）の一部もしくは全体に配置されてもよい。
【０１１２】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブ本体２２１０３は受け入れ溝２３１１
３（例えば、アンダカットノッチ）を有してもよい。以下で更に詳細に説明するように、
受け入れ溝２３１１３は、シャフトスリーブキャップ２２１０４の突出部２５１１４（図
２５）と連通して相互係止し、シャフトスリーブキャップ２２１０４をシャフトスリーブ
本体２２１０３に固定することができる。したがって、多くの実施形態では、受け入れ溝
２３１１３は、突出部２５１１４（図２５）を補完することができる。いくつかの実施形
態では、受け入れ溝２３１１３は、キャップインターフェース領域２４１１０（図２４）
に配置されてもよい。多くの実施形態では、受け入れ溝２３１１３は、キャップインター
フェース領域２４１１０（図２４）とカプラ領域２４１０９（図２４）との境界面に配置
されてもよい。
【０１１３】
　ここで先の図面を参照すると、図２５は、図２１の実施形態による、シャフトスリーブ
本体２２１０３（図２２）から分離されたシャフトスリーブキャップ２２１０４の側面図
を示す。
【０１１４】
　いくつかの実施形態では、シャフトスリーブキャップ２２１０４は、キャップ壁２５１
１５を有してもよい。更に、キャップ壁２２１１５は、突出部２５１１４と１つ以上のス
リット２５１１６とを有してもよい。
【０１１５】
　突出部２５１１４は、例えば、キャップ壁２５１１５の端部など、キャップ壁２５１１
５から延出するリップを有してもよい。したがって、突出部２５１１４は、キャップ壁２
５１１５の残部及び／又はシャフト穴２３３１２０の幅（例えば、直径）よりも大きい幅
（例えば、直径）を有してもよい。
【０１１６】
　一方、スリット２５１１６は、シャフトスリーブキャップ２２１０４がシャフトスリー
ブ本体２２１０３（図２２）に結合されているとき、及びシャフトスリーブ本体２２１０
３から分離されているとき、キャップ壁２５１１５（例えば、突出部２５１１４）が（例
えば、一時的に）弾性的に（例えば、軸方向に）圧縮し、キャップ壁２５１１５自体の方
に引き寄せられるのを可能にすることができる。したがって、シャフトスリーブキャップ
２２１０４を、シャフトスリーブ本体２２１０３（図２２）に結合する及びシャフトスリ
ーブ本体２２１０３（図２２）から分離するために、突出部２５１１４は受け入れ溝２３
１１３（図２３）内及び外に配置されてもよい。これらの実施形態では、突出部２５１１
４は、シャフトスリーブキャップ２２１０４を適所にロック又はスナップ留めするための
ロック機能として動作可能であってもよい。
【０１１７】
　シャフトスリーブキャップ２２１０４は、更に、ゴルフクラブシャフト２１１０２（図
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２１）とシャフトスリーブ本体２２１０３（図２２）との間に減衰（例えば、振動及び／
又は応力低減）を与えるように動作可能であってもよい。例えば、シャフトスリーブキャ
ップ２２１０４は、シャフトスリーブ本体２２１０３（図２２）内におけるゴルフクラブ
シャフト２１１０２（図２１）の同心性を増すことによって「シャフトピロー」として機
能してもよい。多くの実施形態では、シャフトスリーブ本体２２１０３（図２２）内にお
けるゴルフクラブシャフト２１１０２（図２１）の同心性は、ゴルフクラブシャフト２１
１０２（図２１）の耐久性と強い相関関係があってもよい。したがって、シャフトスリー
ブキャップ２２１０４は、ゴルフクラブシャフト２１１０２（図２１）の破損を防ぐこと
ができ、ゴルフクラブヘッド２１１０１（図２１）の全体的な寿命を延ばすことができる
。
【０１１８】
　先の図面を参照すると、図２６は、図２１の実施形態による、シャフトスリーブ本体２
２１０３（図２２）から分離されたシャフトスリーブキャップ２２１０４の立面図を示す
。多くの実施形態では、シャフトスリーブキャップ２２１０４は、キャップ穴２６１１６
と、キャップ穴幅２６１１７と、１つ以上の調心機能部２６１１８とを有してもよい。い
くつかの実施形態では、シャフト穴２３３１２０（図２３）は、また、キャップ穴幅２６
１１７を有してもよい。キャップ穴幅２６１１７はキャップ穴２６１１６の幅（例えば、
直径）を意味してもよい。これらの実施形態では、幅は平均幅（例えば、平均直径）を有
してもよい。
【０１１９】
　キャップ穴幅２６１１７は、ゴルフクラブシャフト２１１０２（図２１）の幅（例えば
、直径）よりも大きくすることができる。キャップ穴幅２６１１７とゴルフクラブシャフ
ト２１１０２（図２１）の幅との相違によってシャフト配向の不整合につながる可能性が
ある。したがって、ゴルフクラブシャフト２１１０２（図２１）の位置合わせ不良を防止
するため、調心機能部２６１１８がキャップ穴２６１１６の内部表面から突出してもよい
。調心機能部２６１１８がキャップ穴２６１１６の内部表面から延出する距離は、集合的
な大きさによってキャップ穴２６１１６内にほぼゴルフクラブシャフト２１１０２（図２
１）の幅以下の有効幅（例えば、直径）を与えるのに少なくとも十分であってもよい。キ
ャップ穴幅２６１１７は、調心機能部２６１１８から得られるキャップ穴２６１１６の有
効幅よりも大きい。更に、キャップ穴幅２６１１７は、シャフト穴２３３１２０（図２３
）の幅と類似するか又は同一であってもよい。したがって、ゴルフクラブシャフト２１１
０２（図２１）がシャフトスリーブキャップ２２１０４及びシャフトスリーブ本体２２１
０３（図２３）に導入されると、調心機能部２６１１８は、ゴルフクラブシャフト２１１
０２（図２１）をキャップ穴２６１１６内及び上述のスリーブ軸周りでほぼ中央に位置決
めするように動作可能である。
【０１２０】
　再度図２２を参照すると、シャフトスリーブ本体２２１０３は任意の適切な材料を含ん
でもよい。例えば、いくつかの実施形態では、シャフトスリーブ本体２２１０３は、金属
又は金属合金（例えば、アルミニウム合金）を含んでもよい。これらの例では、アルミニ
ウム合金は、約７０％以上のアルミニウム及び約７５％以下のアルミニウムを含んでもよ
い。より具体的な例では、アルミニウム合金は、約７０％、７１％、７２％、７３％、７
４％又は７５％のアルミニウムを含んでもよい。同様に、シャフトスリーブキャップ２２
１０４は、上述のようにキャップ壁２５１１５（図２５）が弾性的に圧縮するのを可能に
するように構成された任意の適切な材料を含んでもよい。例えば、シャフトスリーブキャ
ップ２２１０４は、ポリマー材料を含んでもよい。
【０１２１】
　多くの実施形態では、シャフトスリーブ本体２２１０３はシャフトスリーブ本体質量を
有することができ、シャフトスリーブキャップ２２１０４はシャフトスリーブキャップ質
量を有することができる。更に、シャフトスリーブ２１１１００は、シャフトスリーブ本
体質量及びシャフトスリーブキャップ質量を有するシャフトスリーブ質量を有してもよい
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。シャフトスリーブ質量は、スリーブ１１００（図１）に関して上述したスリーブの質量
に類似してもよい。
【０１２２】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブ質量は、約４．３グラム以上であって
もよい。更に、シャフトスリーブ本体質量は、約３．３グラム以上、約３．８グラム以下
であってもよい。更にまた、シャフトスリーブキャップ質量は、約０．５グラム以上、約
１．０グラム以下であってもよい。種々の実施形態では、シャフトスリーブ質量は、スリ
ーブ１１００の質量（図１）よりも約０．５グラム少なくされてもよい。更に、固定用締
結具質量と合わせたシャフトスリーブ質量は、約７グラム以上であってもよい。したがっ
て、種々の実施形態では、シャフトスリーブ２１１１００は、シャフトスリーブ１１００
（図１）よりも重量の優位性を提供することができる。
【０１２３】
　図２１を参照すると、ゴルフクラブヘッド２１１０１は、分解後クラブヘッド質量及び
組立後クラブヘッド質量を有してもよい。分解後クラブヘッド質量はゴルフクラブヘッド
１０１（図１）に関して上述した分解後クラブヘッド質量に類似してもよく、組立後クラ
ブヘッド質量はゴルフクラブヘッド１０１（図１）に関して上述した組立後クラブヘッド
質量に類似してもよい。
【０１２４】
　いくつかの実施形態では、分解後クラブヘッド質量は、約１８５グラム以上、約２０５
グラム以下であってもよい。これら又は他の実施形態では、分解後クラブヘッド質量は、
約１９２グラム以上であってもよい。
【０１２５】
　いくつかの実施形態では、組立後クラブヘッド質量は、約１８８グラム以上、約２１３
グラム以下であってもよい。これら又は他の実施形態では、組立後クラブヘッド質量は、
約１９９グラム以上であってもよい。
【０１２６】
　更に、分解後クラブヘッド質量に対するシャフトスリーブ質量の比は約２．０％、２．
２％又は２．４％以下であってもよく、組立後クラブヘッド質量に対するシャフトスリー
ブ質量の比は約１．９５％、２．１６％又は２．３５％以下であってもよく、分解後クラ
ブヘッド質量に対するシャフトスリーブ質量及び固定用締結具質量の比は約３．４％、３
．６％、又は３．８％以下であってもよく、及び／又は組立後クラブヘッド質量に対する
シャフトスリーブ質量及び固定用締結具質量の比は約３．３％、３．５％又は３．７％以
下であってもよい。
【０１２７】
　一方、ゴルフクラブヘッド２１１０１は、組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離に関連す
る組立後のクラブヘッドＣＧを有することができ、シャフトスリーブ２１１１００は、シ
ャフトスリーブＣＧ垂直距離に関連するシャフトスリーブＣＧを有することができる。こ
れらの実施形態では、組立後のクラブヘッドＣＧは組立後のクラブヘッドＣＧ１０５０（
図１）と類似するかもしくは同一であってもよく、組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離は
組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離１０５８（図１）と類似するかもしくは同一であって
もよく、シャフトスリーブＣＧはシャフトスリーブＣＧ１０３２（図１）と類似するかも
しくは同一であってもよく、及び／又はシャフトスリーブＣＧ垂直距離はシャフトスリー
ブＣＧ垂直距離１１５９（図１）と類似するかもしくは同一であってもよい。多くの実施
形態では、シャフトスリーブＣＧ垂直距離はシャフトスリーブＣＧ垂直距離１１５９（図
１）よりも約０．０１０インチ（約０．２５４ミリメートル）以上、約０．０５０インチ
（約１．２７ミリメートル）以下だけ少ないものとされてもよい。例えば、シャフトスリ
ーブＣＧ垂直距離は、ゴルフクラブヘッド２１１０１のソール下端部から約４４．９ミリ
メートル以上、ゴルフクラブヘッド２１１０１のソール下端部から約４６ミリメートル以
下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ゴルフクラブヘッ
ド２１１０１のソール下端部から約４４．９ミリメートル以上、約４５．０ミリメートル
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以上、約４５．１ミリメートル以上、約４５．２ミリメートル以上、約４５．３ミリメー
トル以上、約４５．４ミリメートル以上、約４５．５ミリメートル以上、約４５．６ミリ
メートル以上、約４５．７ミリメートル以上、約４５．８ミリメートル以上、約４５．９
ミリメートル以上、約４６．０ミリメートル以上であってもよい。いくつかの実施形態で
は、ゴルフカップリング機構２１１０００のシャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ゴルフク
ラブヘッド４１１０１のソール下端部から約４４．９ミリメートル以下、約４５．０ミリ
メートル以下、約４５．１ミリメートル以下、約４５．２ミリメートル以下、約４５．３
ミリメートル以下、約４５．４ミリメートル以下、約４５．５ミリメートル以下、約４５
．６ミリメートル以下、約４５．７ミリメートル以下、約４５．８ミリメートル以下、約
４５．９ミリメートル以下、又は約４６．０ミリメートル以下であってもよい。ゴルフカ
ップリング機構４１１０００のシャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ゴルフクラブヘッド４
１１０１のソール下端部から４４．９ミリメートルであってもよい。ソール下端部は、ソ
ール下端部１０１４１（図１）と類似するか又は同一であってもよい。
【０１２８】
　先の図面を参照すると、図２７は、一実施形態による方法２７０００のフローチャート
を示す。多くの実施形態では、方法２７０００は、ゴルフクラブヘッドの１つ以上の部品
のゴルフクラブヘッドの製造方法を有してもよい。ゴルフクラブヘッドはゴルフクラブヘ
ッド２１１０１（図２１）と類似するか又は同一であってもよい。
【０１２９】
　方法２７０００は、シャフトスリーブを用意する作業２７００１を有してもよい。シャ
フトスリーブは、シャフトスリーブ２１１１００（図２１）と類似するか又は同一であっ
てもよい。図２８は、図２７の実施形態による例示的な作業２７００１を示す。
【０１３０】
　例えば、図２８では、作業２７００１は、シャフトスリーブ本体を用意（例えば、製造
）する作業２８００１を有してもよい。シャフトスリーブ本体は、シャフトスリーブ本体
２２１０３（図２２）と類似するか又は同一であってもよい。
【０１３１】
　更に、作業２７００２は、シャフトスリーブキャップを用意（例えば、製造）する作業
２８００２を有してもよい。シャフトスリーブキャップは、シャフトスリーブキャップ２
２１０４（図２２）と類似するか又は同一であってもよい。
【０１３２】
　ここで再度図２７を参照すると、方法２７０００は、ゴルフクラブヘッドを用意（例え
ば、製造）する作業２７００２を有してもよい。ゴルフクラブヘッドは、ゴルフクラブヘ
ッド２１１０１（図２１）と類似するか又は同一であってもよい。いくつかの実施形態で
は、作業２７００１は、作業２７００２の前に及びその逆で実施されてもよい。他の実施
形態では、作業２７００１と作業２７００２は、ほぼ同時に実施されてもよい。
【０１３３】
　更に、方法２７０００は、シャフトスリーブをゴルフクラブヘッドのホーゼル穴に挿入
する作業２７００３を有してもよい。ホーゼル穴は、ゴルフクラブヘッド２１１０１（図
２１）に関して上述したホーゼル穴と類似するか又は同一であってもよい。
【０１３４】
　また、方法２７００は、ゴルフクラブシャフトをシャフト穴に挿入する作業２７００４
を有してもよい。ゴルフクラブシャフトは、ゴルフクラブシャフト２１１０２（図２１）
と類似するか又は同一であってもよく、及びシャフト穴は、シャフト穴２３３１２０（図
２３）と類似するか又は同一であってもよい。
【０１３５】
　一方、方法２７００は、シャフトスリーブキャップをシャフト穴に挿入する作業２７０
０５を有してもよい。いくつかの実施形態では、作業２７００４は、作業２７００５の前
に又はその逆で実施されてもよい。他の実施形態では、作業２７００４と作業２７００５
は、ほぼ同時に実施されてもよい。更なる実施形態では、作業２７００３は、作業２７０
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０４及び／又は作業２７００５の前並びにその逆で実施されてもよい。多くの実施形態で
は、作業２７００１～２７００３の１つ以上は、作業２７００４～２７００５の１つ以上
の前に、又はその逆で実施されてもよい。
【０１３６】
　更にまた、方法２７０００は、シャフトスリーブを締結具によってゴルフクラブヘッド
のホーゼルに固定する作業２７００６を有してもよい。ホーゼルは、ゴルフクラブヘッド
２１１０１（図２１）に関して上述したホーゼルと類似するか又は同一であってもよく、
及び締結具は、ゴルフクラブヘッド２１１０１（図２１）に関して上述した締結具と類似
するか又は同一であってもよい。
【０１３７】
ソリッドリブ付キャップカップリング機構
　先の図面を参照すると、図２９は、一実施形態による、ゴルフカップリング機構４１１
０００を有するゴルフクラブヘッド４１１０１の前部斜視図を示す。多くの実施形態では
、ゴルフカップリング機構４１１０００は、ゴルフクラブシャフト４１１０２などのゴル
フクラブシャフトの端部に結合されるように構成されたシャフトスリーブ４１１１００を
有してもよい。種々の実施形態では、ゴルフクラブヘッド４１１０１はゴルフクラブヘッ
ド１０１（図１）に類似してもよく、ゴルフカップリング機構４１１０００はゴルフカッ
プリング機構１０００（図１）に類似してもよく、及び／又はゴルフクラブシャフト４１
１０２はゴルフクラブシャフト１０２（図１）に類似するかもしくは同一であってもよい
。したがって、ゴルフカップリング機構４１１０００は、シャフトスリーブ４１１１００
及びシャフトレシーバ４１３２００を有してもよい。一方、シャフトスリーブ４１１１０
０はシャフトスリーブ１１００（図１）に類似してもよく、及び／又はシャフトレシーバ
４１３２００はシャフトレシーバ３２００（図３）に類似してもよい。
【０１３８】
　再び先の図面を参照すると、図３０は、図２９の実施形態による、ゴルフクラブヘッド
２１１０１（図２９）から分離されたシャフトスリーブ４１１１００の側面図を示す。一
方、図３１は、図２９の実施形態による、図３０の線ＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩに沿っ
たシャフトスリーブ４１１１００の断面図を示す。
【０１３９】
　図３０を参照すると、シャフトスリーブ４１１１００は、シャフトスリーブ本体４２１
０３及びシャフトスリーブキャップ４２１０４を有する。更に、多くの実施形態では、シ
ャフトスリーブ本体２２１０３は、スリーブ本体外壁４２３１３０から突出している１つ
以上のカプラを有するスリーブカプラセット４２３１１０を有することができ、シャフト
レシーバ４１３２００（図２９）は、シャフトスリーブ４１１１００のスリーブカプラセ
ット４２３１１０に係合し、シャフトレシーバ４１３２００に対するシャフトスリーブ４
１１１００の回転を制限するように構成されたレシーバカプラセットを有してもよい。こ
れら又は他の実施形態では、スリーブカプラセット４１３１１０はスリーブカプラセット
３１１０（図３）に類似してもよく、スリーブ本体外壁４２３１３０はスリーブ外壁３１
３０（図３）に類似してもよく、及び／又はレシーバカプラセットはレシーバカプラセッ
ト３２１０（図３）に類似してもよい。以下で更に詳細に説明するように、多くの実施形
態では、シャフトスリーブキャップ４２１０４はフェルールを有することができ、シャフ
トスリーブ本体４２１０３をゴルフクラブシャフト４１１０２（図２９）と結合するよう
に動作可能であってもよい。
【０１４０】
　一方、ここで図３１を参照すると、シャフトスリーブ４１１１００は、（ｉ）ゴルフク
ラブシャフト４１１０２の端部（図２９）を受け入れるように構成されたシャフト穴４３
３１２０、（ｉｉ）スリーブ本体下端部４３３１９２にある固定用締結具穴４３１０５、
（ｉｉｉ）穴底面４３１１１、（ｉｖ）ゴルフクラブシャフト４１１０２の端部を受け入
れ、シャフト穴４３３１２０に結合するように構成されたキャップ穴４２１１０、及び／
又は（ｖ）シャフトスリーブ上端部４３１１９１を有してもよい。シャフトスリーブ４１
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１１００をシャフトレシーバ４１３２００（図２９）に固定するために、固定用締結具穴
４３１０５は固定用締結具（図示せず）を受け入れるように構成されてもよい。更に、穴
底面４３１１１はシャフト穴４３２１２０の底面（例えば、最深面）を有してもよい。多
くの実施形態では、シャフト穴４３３１２０はシャフト穴３１２０（図３）に類似しても
よく、固定用締結具穴４３１０５は、固定用締結具３４００（図３）を受け入れるように
構成された穴と類似するかもしくは同一であってもよく、スリーブ本体下端部４３３１９
２はスリーブ下端部３１９２（図３）と類似するかもしくは同一であってもよく、固定用
締結具は固定用締結具３４００（図３）と類似するかもしくは同一であってもよく、及び
／又はシャフトスリーブ上端部４３１１９１はスリーブ上端部１１９１（図３）と類似す
るかもしくは同一であってもよい。
【０１４１】
　更に、シャフトスリーブ本体４２１０３がシャフトスリーブキャップ４２１０４に結合
される場合、シャフトスリーブ４１１１００は、シャフトスリーブ高さ４３１１９と、シ
ャフトスリーブ本体高さ４３１２０と、シャフトスリーブキャップ高さ４３１２１と、シ
ャフトスリーブキャップ上部高さ４３１２２と、を有してもよい。シャフトスリーブ高さ
４３１１９は、スリーブ本体下端部４３３１９２にほぼ垂直に測定した、スリーブ本体下
端部４３３１９２からシャフトスリーブ上端部４３１１９１までの距離を意味してもよい
。一方、シャフトスリーブ本体高さ４３１２０は、シャフトスリーブ高さ４３１１９に平
行に測定した、スリーブ本体下端部４３３１９２からシャフトスリーブ本体４２１０３の
上端部までの距離を意味してもよい。シャフトスリーブキャップ高さ４３１２１は、シャ
フトスリーブ高さ４３１１９に平行に測定した、シャフトスリーブキャップ４２１０４の
下部からシャフトスリーブ上端部４３１１９１までの距離を意味してもよい。更に、シャ
フトスリーブキャップ上部高さ４３１２２は、シャフトスリーブ高さ４３１１９とシャフ
トスリーブ本体高さ４３１２０との間の差を意味してもよい。
【０１４２】
　例えば、シャフトスリーブ高さ４３１１９は、約１．７８インチ以上、約１．８２イン
チ以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブ高さ４３１１９は、約１．８イ
ンチであってもよい。
【０１４３】
　更に、シャフトスリーブ本体高さ４３１２０は、約１．５２９インチ以上、約１．５６
９インチ以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブ本体高さ４３１２０は、
約１．５４９インチであってもよい。
【０１４４】
　更にまた、シャフトスリーブキャップ高さ４３１２１は、約０．４６インチ以上、約０
．５０インチ以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブキャップ高さ４３１
２１は、約０．４８インチであってもよい。
【０１４５】
　一方、例えば、シャフトスリーブキャップ上部高さ４３１２２は、約０．２３インチ以
上、約０．２７インチ以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリーブ本体高さ４
３１２２は、約０．２５インチであってもよい。
【０１４６】
　いくつかの実施形態では、固定用締結具穴２３１０５に挿入するための固定用締結具（
図示せず）はチタン被覆鋼を含んでもよい。更に、固定用締結具は固定用締結具質量を有
してもよい。固定用締結具質量は、約２．７グラム以上であってもよい。
【０１４７】
　次の図面を参照すると、図３２は、図２９の実施形態による、シャフトスリーブキャッ
プ４２１０４（図３０）から分離されたシャフトスリーブ本体４２１０３の側面図を示す
。シャフトスリーブ本体４２１０３は、１つ以上の領域４４１０６に関連してもよい。例
えば、領域４４１０６は、締結具領域４４１０７と、中間領域４４１０８と、カプラ領域
４４１０９と、キャップインターフェース領域４４１１０とを有してもよい。
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【０１４８】
　締結具領域４４１０７は、スリーブ本体下端部４３３１９２と穴底面４３１１１（図３
１）との間に位置するシャフトスリーブ本体４２１０３の一部分を意味してもよい。一方
、カプラ領域４４１０９は、スリーブカプラセット４２３１１０の最下点（例えば、スリ
ーブ本体下端部４３３１９２（図３１）に最も近いスリーブカプラセット４２３１１０の
点）から、スリーブカプラセット４２３１１０の最高点（例えば、スリーブ本体下端部４
３３１９２から最も遠いスリーブカプラセット４２３１１０の点）まで位置するシャフト
スリーブ本体の一部分を意味してもよい。一方、中間領域４４１０８は、締結具領域４４
１０７とカプラ領域４４１０９との間のシャフトスリーブ本体４２１０３の一部分を意味
してもよい。キャップインターフェース領域４４１１０は、中間領域４４１０８に対して
カプラ領域４４１０９の反対側にあるシャフトスリーブ本体４２１０３の一部分を意味し
てもよい。更に図３２を参照すると、キャップインターフェース領域４４１１０（図３２
）は上部リング４４１１５（図３２）を更に有してもよい。
【０１４９】
　ゴルフクラブヘッド４１１０１（図２９）がスイングされたとき及び／又はゴルフボー
ルを打つように操作されたとき、締結具領域４４１０７及びカプラ領域４４１０９は高い
応力を受ける可能性がある。一方、中間領域４４１０８及び／又はキャップインターフェ
ース領域４４１１０は、締結具領域４４１０７及びカプラ領域４４１０９が受ける高い応
力よりも低い応力を受ける可能性がある。
【０１５０】
　固定用締結具によってシャフトスリーブ４１１１００（図２９）をシャフトレシーバ４
１３２００（図２９）に固定することで、締結具領域４４１０７における高い応力の相殺
を補助することができる。更に、カプラ領域４４１０９において受ける可能性のある高い
応力のため、スリーブカプラセット４２３１１０のカプラは、シャフトスリーブ本体４２
１０３のスリーブ本体壁に付加的な厚みを付与するように構成されたソリッドローブを有
してもよい。したがって、カプラはスリーブ本体壁をカプラ領域４４１０９において強化
し、カプラ領域４４１０９におけるこれらの高い応力を相殺することができる。スリーブ
カプラセット４２３１１０のカプラは（例えば、直線的に又は曲線的に）勾配することが
でき、スリーブ本体下端部４３３１９２から最も遠いカプラ領域４４１０９の端部に（例
えば、カプラ領域４４１０９がキャップインターフェース領域４４１１０と接続する位置
）最大厚さを有し、スリーブ本体下端部４３３１９２（図３１）に最も近いカプラ領域４
４１０９の端部（例えば、カプラ領域４４１０９が中間領域４４１０８と接続する位置）
に最小厚さを有する。例えば、最大厚さは約０．７５インチの厚さであってもよい。最小
厚さは約０．０２０インチの厚さであってもよい。多くの実施形態では、スリーブカプラ
セット４２３１１０（図３０）のカプラを勾配させることで、中間領域４４１０８とキャ
ップインターフェース領域４４１１０との間に連続性（例えば、厚みの滑らかな移行）を
提供することができる。
【０１５１】
　いくつかの実施形態では、スリーブカプラセット４２３１１０のカプラは輪郭が対称で
あってもよい。スリーブカプラセット４２３１１０のカプラの長さは約０．３８インチ以
下であってもよく（例えば、シャフトスリーブ本体４２１０３のスリーブ本体外壁４２３
１３０の一部）、約０．２６インチ以上であってもよい（例えば、シャフトスリーブ本体
４２１０３のスリーブ本体外壁４２３１３０の別の部分）。
【０１５２】
　いくつかの実施形態では、カプラは、シャフトスリーブ本体４２１０３のスリーブ本体
外壁４２３１３０の第１部分の方が別の部分（例えば、第１部分に正対するか又は１８０
度対向する部分）よりも長くなるように、スリーブカプラセット４２３１１０のカプラは
輪郭が非対称であってもよい。スリーブカプラセット４２３１１０のカプラの長さは約０
．３８インチ以下であってもよく（例えば、シャフトスリーブ本体４２１０３のスリーブ
本体外壁４２３１３０の部分）、約０．２６０インチ以上であってもよい（例えば、シャ
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フトスリーブ本体４２１０３のスリーブ本体外壁４２３１３０の別の部分）。多くの実施
形態では、スリーブカプラセット４２３１１０（図３０）のカプラは、スリーブ本体下端
部４３３１９２から最も遠いカプラ領域４４１０９（図３２）の端部（例えば、カプラ領
域４４１０９がキャップインターフェース領域４４１１０と接続する位置）における、シ
ャフトスリーブ本体４２１０３のスリーブ軸に最も近いシャフトスリーブ本体４２１０３
のスリーブ本体外壁４２３１３０の部分において最長であってもよい。スリーブ軸は、ス
リーブ軸５１５０（図５）と類似するかもしくは同一であってもよい。換言すると、スリ
ーブカプラセット４２３１１０（図３０）のカプラは、スリーブ軸を有し、スリーブ本体
下端部４３３１９２にほぼ垂直に延びる面に交差するシャフトスリーブ本体４２１０３の
スリーブ本体外壁４２３１３０の部分において最長であってもよい。
【０１５３】
　一方、ゴルフクラブヘッド４１１０１がスイングされたとき及び／又はゴルフボールを
打つように操作されたとき、中間領域４４１０８が受ける応力はより低くなることから、
シャフトスリーブ本体のスリーブ本体壁はカプラ領域４４１０９の一部もしくは全体より
も中間領域４４１０８においてより薄くされてもよく、及び／又は中間領域４４１０８は
穴もしくは凹部を有することにより中間領域４４１０８の重量を低減してもよい。例えば
、中間領域４４１０８におけるシャフトスリーブ本体４２１０３のスリーブ本体壁は、約
０．０２０インチの厚さ（例えば、平均厚さ）を有してもよい。
【０１５４】
　ここで図３１に戻ると、いくつかの実施形態では、シャフトスリーブ本体４２１０３は
幅（例えば、外径）を有してもよい。シャフトスリーブ本体４２１０３の外径は約０．４
０５インチ以上、約０．４４５インチ以下であってもよい。特定の例では、シャフトスリ
ーブ本体の外径は、０．４２５インチであってもよい。
【０１５５】
　いくつかの実施形態では、シャフト穴は幅（例えば、直径）（図３１）を有してもよい
。シャフト穴４３３１２０の直径は、シャフト穴の中間から穴底面４３１１１まで減少し
てもよい。穴キャップの直径は中間シャフト穴４３３１３０の直径と類似するか又は同じ
であってもよい。穴下部４３１５０の直径は、約０．３２０インチ以上、約０．３６０イ
ンチ以下であってもよい。特定の例では、穴下部の直径は、０．３４０インチであっても
よい。中間シャフト穴４３３１３０の直径は、約０．３２６インチ以上、０．３６６イン
チ以下であってもよい。特定の例では、中間シャフト穴４３３１３０の直径は、０．３４
６インチであってもよい。キャップ穴４２１１５の直径は、約０．３２６インチ以上、０
．３６６インチ以下であってもよい。特定の例では、キャップ穴４２１１５の直径は、０
．３４６インチであってもよい。
【０１５６】
　種々の実施形態では、シャフトスリーブ本体４２１０３は、エッチングチャネル４３１
１２をシャフト穴４３３１２０に有し、ゴルフクラブシャフト４１１０２（図２９）をシ
ャフトスリーブ本体４２１０３にエポキシ接着するためのより適切な表面積を付与するこ
とができる。エッチングチャネル４３１１２は、カプラ領域４４１０９（図３２）に、及
び／又は例えばカプラ領域４４１０９（図３２）に近い方の中間領域４４１０８（図３２
）の半分など、中間領域４４１０８（図３２）の一部もしくは全体に配置されてもよい。
【０１５７】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブ本体４２１０３は、受け入れ溝４３１
１３（例えば、アンダーカットノッチ）を有してもよい。以下で更に詳細に説明するよう
に、受け入れ溝４３１１３（図３１）は、シャフトスリーブキャップ４２１０４の突出部
４５１１４（図３３）と連通して相互係止し、シャフトスリーブキャップ４２１０４をシ
ャフトスリーブ本体４２１０３に固定することができる。したがって、多くの実施形態で
は、シャフトスリーブ本体４２１０３の受け入れ溝４３１１３（図３４）は突出部４５１
１４（図３３）を補完することができる。いくつかの実施形態では、受け入れ溝４３１１
３は、キャップインターフェース領域４４１１０（図３２）に配置されてもよい。多くの
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実施形態では、受け入れ溝４３１１３（図３５Ｂ）は、キャップインターフェース領域４
４１１０（図３２）とカプラ領域４４１０９（図３２）（図３１も参照）との境界面に配
置されてもよい。
【０１５８】
　ここで先の図面を参照すると、図３３Ａは、図２９の実施形態による、シャフトスリー
ブ本体４２１０３（図３０）から分離されたシャフトスリーブキャップ４２１０４の直立
側面図を示す。図３３Ｂは、図２９の実施形態による、シャフトスリーブ本体４２１０３
（図３０）から分離されたシャフトスリーブキャップ４２１０４の有角上面図を示す。図
３４は、図２９の実施形態による、図３３Ａの線ＸＬＶ－ＸＬＶに沿ったシャフトスリー
ブキャップ４２１０４の断面図を示す。シャフトスリーブキャップ４２１０４は、キャッ
プ壁４５０４０（図３３Ａ）を更に有してもよい。キャップ壁は、キャップ壁の一端にあ
る外部キャップ壁４５１１５と、外部キャップ壁に対向する内部キャップ壁４５１２０と
を有してもよい。
【０１５９】
　図３３Ａを参照すると、シャフトスリーブキャップ４２１０４は、上部キャップ領域４
５０５０と、下部キャップ領域４５０６０とを有してもよい。上部キャップ領域４５０５
０は、上部キャップ領域４５０５０の上部にある上部リング４５０４５と、上部キャップ
領域４５０５０の下端部にある下部縁端シェルフ４５０５５とを有してもよい。上部キャ
ップ領域４５０５０は、上部から下部へと下部縁端シェルフ４５０５５まで直径が増加す
る。下部キャップ領域４５０６０は、上部キャップ領域４５０５０よりも小さい外径を有
する。
【０１６０】
　下部キャップ領域４５０６０は、外部キャップ壁４５１１５から突出している突出部４
５１１４を有してもよい。突出部４５１１４は、外部キャップ壁４５１１５（図３４）か
ら延出するリップを有してもよい。したがって、突出部４５１１４は、下部キャップ領域
４５０６０のキャップ壁の残部の幅４５２００及び／又はシャフト穴４３１２０（図３３
Ａ及び図３４）の直径よりも大きい幅（例えば、直径）４５３００を有してもよい。上部
キャップ領域４５０５０の下端部シェルフ４５０５５の幅４５４００は、下部キャップ領
域４５０６０（図３４）の突出部４５１１４の幅４５３００よりも大きい。
【０１６１】
　シャフトスリーブキャップ４１２０４の下部キャップ領域４５０６０は、シャフトスリ
ーブ本体４２１０３（図３２）のキャップインターフェース領域４４１１０及びカプラ領
域４４１０９内に嵌合する。一実施形態では、シャフトスリーブキャップ４１２０４をシ
ャフトスリーブ本体４２１０３に結合する及びシャフトスリーブ本体４２１０３から分離
するために、シャフトスリーブキャップ４１２０４の下部キャップ領域４５０６０の突出
部４５１１４は、受け入れ溝４３１１３（図３４）内及び外に配置されてもよい。受け入
れ溝４３１１３（図３４）は、下部キャップ領域４５０６０の突出部４５１１４（図３３
）を補完することができる。これらの実施形態では、突出部４５１１５はロック機能とし
て動作可能であるか、又はシャフトスリーブ本体４２１０３（図３２）の受け入れ溝４３
１１３（図３４）間の適所にスナップ留めされてもよい。いくつかの実施形態では、突出
部４５１１５は、上向きの角度で延出することができ、シャフトスリーブキャップ４１２
０４がシャフトスリーブ本体４２１０３（図３２）内に取り付けられるときに曲げること
を可能にする。更に図３２を参照すると、シャフトスリーブキャップ４１２０４をシャフ
トスリーブ本体４２１０３内に取り付けると、シャフトスリーブキャップ４２１０４の下
端部シェルフ４５０５５は、シャフトスリーブ本体４２１０３（図３２）のキャップイン
ターフェース領域の上部リング４４１１５の上に取り付けられる。
【０１６２】
　シャフトスリーブキャップ４２１０４は、シャフト穴４３１２０（図３３Ｂ）を有して
もよい。シャフト穴直径４３１３０は、上部キャップ領域４５０５０及び下部キャップ領
域４５０６０（図３４）の両方の全体にわたり一定である。シャフトスリーブキャップ４
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２１０４（上部及び下部領域）と、シャフトスリーブ本体４２１０３のキャップインター
フェース領域４４１１０及びカプラ領域４４１０９と、を組み合わせることで、組立プロ
セス時におけるエポキシの浸出を防止する。
【０１６３】
　シャフトスリーブキャップ４２１０４は、１つ以上のリブ４５２０２を有してもよい。
１つ以上のリブ４５２０２は、シャフトスリーブキャップ４２１０４のシャフト穴４３１
２０内に、内部キャップ壁４５１２０に沿って上部キャップ領域４５０５０から下部キャ
ップ領域４５０６０（図３３Ｂ）まで互いに平行に突出するか又は延びる。リブ４５２０
２は付加的な密閉を提供することができ、シャフトスリーブキャップ４１２０４をシャフ
トスリーブ本体４２１０３に確実に結合することができる。リブ４５２０２は、シャフト
スリーブ４１１１００内におけるゴルフクラブのシャフト４１１０２の確実な調心を更に
提供することができる。
【０１６４】
　シャフトスリーブキャップ４２１０４は、シャフトスリーブキャップ４２１０４のない
シャフトスリーブ本体４２１０３と比較して安定性を提供する。（１）シャフトスリーブ
キャップ４２１０４の全体的な設計、（２）シャフトスリーブキャップ４２１０４の内部
キャップ壁４５１２０上のリブ４５２０２、（３）シャフトスリーブキャップ４２１０４
の外部キャップ壁４５１１５上の突出部４５１１５、（４）シャフトスリーブ本体４２１
０３の受け入れ溝４３１１３、及び（５）シャフト穴の中間からシャフトスリーブ本体４
２１０３の穴底面４３１１１まで減少する穴直径を組み合わせることで、個々に又はその
任意の組み合わせにおいて、ゴルフクラブのシャフト４１１０２をシャフトスリーブ４１
１１００の上部及び下部の両方内において中央に位置決めすることができ、図２９のシャ
フト４１１０２により向上した安定性を提供することができる。調心により、ゴルフクラ
ブシャフトの同心性が増し、ゴルフクラブヘッドのスイング時及びゴルフボールとのイン
パクトの際にシャフトにかかる応力を低減する。
【０１６５】
　これらの要素はまた、単独で又はその組み合わせにおいて、ゴルフクラブシャフト４１
１０２（図２９）とシャフトスリーブ本体４２１０３（図２９）との間の減衰（例えば、
振動）及び応力低減を与える。例えば、シャフトスリーブキャップ４２１０４は、シャフ
トスリーブ本体４２１０３（図３１）内におけるゴルフクラブシャフト４１１０２（図３
０）の同心性を増すことによって「シャフトピロー」として機能してもよい。多くの実施
形態では、シャフトスリーブ本体４２１０３（図３０）内におけるゴルフクラブシャフト
４１１０２（図２９）の同心性は、ゴルフクラブシャフト４１１０２（図３１）の耐久性
と強い相関関係があってもよい。したがって、（１）シャフトスリーブキャップ４２１０
４の内部キャップ壁４５１２０上のリブ４５２０２、（２）シャフトスリーブキャップ４
２１０４の外部キャップ壁４５１１５上の突出部４５１１５、（３）シャフトスリーブ本
体４２１０３の受け入れ溝４３１１３、及び（４）シャフト穴の中間からシャフトスリー
ブ本体４２１０３の穴底面４３１１１まで減少する穴直径は、個々に又はその任意の組み
合わせにおいて、シャフトスリーブキャップ４２１０４は、ゴルフクラブシャフト４１１
０２（図２９）の破損を防ぐことができ、ゴルフクラブヘッド４１１０１（図２９）の全
体的な寿命を増加することができる。
【０１６６】
　再度図３０を参照すると、シャフトスリーブ本体４２１０３は、任意の適切な材料を含
んでもよい。例えば、いくつかの実施形態では、シャフトスリーブ本体２２１０３は、金
属又は金属合金（例えば、アルミニウム合金）を含んでもよい。これらの例では、アルミ
ニウム合金は、約７０％以上のアルミニウム及び約７５％以下のアルミニウムを含んでも
よい。より具体的な例では、アルミニウム合金は、約７０％、７１％、７２％、７３％、
７４％又は７５％のアルミニウムを含んでもよい。
【０１６７】
　シャフトスリーブキャップ４２１０４は、上述のようにキャップ壁２５１１５（図２５
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）が弾性的に圧縮するのを可能とするように構成された任意の適切な材料を含んでもよい
。例えば、シャフトスリーブキャップ２２１０４は、ポリマープラスチック材料を含んで
もよい。ポリマープラスチック材料は、熱可塑性プラスチック材料又はショアＤデュロメ
ータスケールによるソフトポリマープラスチックであってもよい。ソフトポリマープラス
チックは、ショアＤデュロメータスケールで４０、４５、５０、５５又は６０以下であっ
てもよい。ソフトポリマープラスチックは、ショアＤデュロメータスケールで５５以下で
あってもよい。ポリマープラスチック材料は、ポリスチレン、塩化ビニル、ポリ塩化ビニ
ル、ナイロン、ポリメタクリレート、ゴム、ポリカーボネート、合成ゴム又はこれらのコ
ポリマーからなってもよい。
【０１６８】
　多くの実施形態では、シャフトスリーブ本体４２１０３は、シャフトスリーブ本体質量
を有することができ、シャフトスリーブキャップ４２１０４は、シャフトスリーブキャッ
プ質量を有することができる。更に、シャフトスリーブ４１１１００は、シャフトスリー
ブ本体質量及びシャフトスリーブキャップ質量を有するシャフトスリーブ質量を有しても
よい。シャフトスリーブ質量は、スリーブ１１００（図１）に関して上述したスリーブの
質量に類似してもよい。
【０１６９】
　これら又は他の実施形態では、シャフトスリーブ質量は、約４．０グラム以上、約４．
１グラム以上、約４．２グラム以上、約４．３グラム以上、約４．４グラム以上、約４．
５グラム以上、約４．６グラム以上、約４．７グラム以上、約４．８グラム以上、約４．
９グラム以上又は約５．０グラム以上であってもよい。更に、シャフトスリーブ本体質量
は、約４．２グラム以上、約４．８グラム以下であってもよい。シャフトスリーブ本体質
量は、４．５グラムであってもよい。更にまた、シャフトスリーブキャップ質量は、約３
．８グラム以上、約３．９グラム以上、約４．０グラム以上、約４．１グラム以上、約４
．２グラム以上、約４．３グラム以上又は約４．４グラム以上であってもよい。シャフト
スリーブキャップ質量は、約０．１グラム以上、約０．７グラム以下であってもよい。種
々の実施形態では、シャフトスリーブ質量は、スリーブ１１００の質量（図１）よりも約
０．４グラム少なくされてもよい。更に、固定用締結具質量と合わせたシャフトスリーブ
質量は、約７．２グラム以上であってもよい。したがって、種々の実施形態では、シャフ
トスリーブ４１１１００は、シャフトスリーブ１１００（図１）よりも重量の優位性を提
供することができる。
【０１７０】
　図２９を参照すると、ゴルフクラブヘッド４１１０１は、分解後クラブヘッド質量及び
組立後クラブヘッド質量を有してもよい。分解後クラブヘッド質量は、ゴルフクラブヘッ
ド１０１（図１）に関して上述した分解後クラブヘッド質量に類似してもよく、組立後ク
ラブヘッド質量は、ゴルフクラブヘッド１０１（図１）に関して上述した組立後クラブヘ
ッド質量に類似してもよい。
【０１７１】
　いくつかの実施形態では、分解後クラブヘッド質量は、約１８５グラム以上、約２０５
グラム以下であってもよい。これら又は他の実施形態では、分解後クラブヘッド質量は、
約１９２グラム以上であってもよい。
【０１７２】
　いくつかの実施形態では、組立後クラブヘッド質量は、約１８８グラム以上、約２１３
グラム以下であってもよい。これら又は他の実施形態では、組立後クラブヘッド質量は、
約１９９グラム以上であってもよい。
【０１７３】
　更に、分解後クラブヘッド質量に対するシャフトスリーブ質量の比は、約２．０％、２
．２％又は２．４％以下であってもよい。組立後クラブヘッド質量に対するシャフトスリ
ーブ質量の比は、約１．９５％、２．１６％又は２．３５％以下であってもよく、分解後
クラブヘッド質量に対するシャフトスリーブ質量及び固定用締結具質量の比は、約３．４
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％、３．６％又は３．８％以下であってもよく、及び／又は組立後クラブヘッド質量に対
するシャフトスリーブ質量及び固定用締結具質量の比は、約３．３％、３．５％又は３．
７％以下であってもよい。
【０１７４】
　一方、ゴルフクラブヘッド４１１０１は、組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離に関連す
る組立後のクラブヘッドＣＧを有することができ、シャフトスリーブ４１１１００は、シ
ャフトスリーブＣＧ垂直距離に関連するシャフトスリーブＣＧを有することができる。こ
れらの実施形態では、組立後のクラブヘッドＣＧは、組立後のクラブヘッドＣＧ１０５０
（図１）と類似するかもしくは同一であってもよく、組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離
は、組立後のクラブヘッドＣＧ垂直距離１０５８（図１）と類似するかもしくは同一であ
ってもよく、シャフトスリーブＣＧはシャフトスリーブＣＧ１０３２（図１）と類似する
かもしくは同一であってもよく、及び／又はシャフトスリーブＣＧ垂直距離は、また、ク
ラブヘッド（図１）の下部から測定した、シャフトスリーブＣＧ垂直距離１１５９と類似
するかもしくは同一であってもよい。
【０１７５】
　多くの実施形態では、シャフトスリーブ４１１１００（図３１）のシャフトスリーブＣ
Ｇ垂直距離は、シャフトスリーブ２１１１００（図２３）のシャフトスリーブＣＧ垂直距
離よりも約０．０５２インチ（約１．３２ミリメートル）以上、０．０９２インチ（約２
．３４ミリメートル）以下だけ少ないものとされてもよい。シャフトスリーブ４１１１０
０（図３１）のシャフトスリーブＣＧ垂直距離は、シャフトスリーブＣＧ垂直距離１１５
９（図１）よりも約０．０４２インチ（約１．０７ミリメートル）以上、０．０６２イン
チ（約１．５８ミリメートル）以下であってもよい。ゴルフカップリング機構４１１００
０のシャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ゴルフクラブヘッド４１１０１のソール下端部か
ら約４３．５ミリメートル以上、ゴルフクラブヘッド４１１０１のソール下端部から約４
７．０ミリメートル以下であってもよい。いくつかの実施形態では、ゴルフカップリング
機構４１１０００のシャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ゴルフクラブヘッド４１１０１の
ソール下端部から約４３．５ミリメートル以上、約４３．６ミリメートル以上、約４３．
７ミリメートル以上、約４３．８ミリメートル以上、約４３．９ミリメートル以上、約４
４．０ミリメートル以上、約４４．１ミリメートル以上、約４４．２ミリメートル以上、
約４４．３ミリメートル以上、約４４．４ミリメートル以上、約４４．５ミリメートル以
上、約４４．６ミリメートル以上、約４４．７ミリメートル以上、約４４．８ミリメート
ル以上、約４４．９ミリメートル以上、約４５．０ミリメートル以上、約４５．１ミリメ
ートル以上、約４５．２ミリメートル以上、約４５．３ミリメートル以上、約４５．４ミ
リメートル以上、約４５．５ミリメートル以上、約４５．６ミリメートル以上、約４５．
７ミリメートル以上、約４５．８ミリメートル以上、約４５．９ミリメートル以上、約４
６．０ミリメートル以上、約４６．１ミリメートル以上、約４６．２ミリメートル以上、
約４６．３ミリメートル以上、約４６．４ミリメートル以上、約４６．５ミリメートル以
上、約４６．６ミリメートル以上、約４６．７ミリメートル以上、約４６．８ミリメート
ル以上、約４６．９ミリメートル、又は約４７．０ミリメートル以上であってもよい。い
くつかの実施形態では、ゴルフカップリング機構４１１０００のシャフトスリーブＣＧ垂
直距離は、ゴルフクラブヘッド４１１０１のソール下端部から約４３．５ミリメートル以
下、約４３．６ミリメートル以下、約４３．７ミリメートル以下、約４３．８ミリメート
ル以下、約４３．９ミリメートル以下、約４４．０ミリメートル以下、約４４．１ミリメ
ートル以下、約４４．２ミリメートル以下、約４４．３ミリメートル以下、約４４．４ミ
リメートル以下、約４４．５ミリメートル以下、約４４．６ミリメートル以下、約４４．
７ミリメートル以下、約４４．８ミリメートル以下、約４４．９ミリメートル以下、約４
５．０ミリメートル以下、約４５．１ミリメートル以下、約４５．２ミリメートル以下、
約４５．３ミリメートル以下、約４５．４ミリメートル以下、約４５．５ミリメートル以
下、約４５．６ミリメートル以下、約４５．７ミリメートル以下、約４５．８ミリメート
ル以下、約４５．９ミリメートル以下、約４６．０ミリメートル以下、約４６．１ミリメ
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ートル以下、約４６．２ミリメートル以下、約４６．３ミリメートル以下、約４６．４ミ
リメートル以下、約４６．５ミリメートル以下、約４６．６ミリメートル以下、約４６．
７ミリメートル以下、約４６．８ミリメートル以下、約４６．９ミリメートル以下、又は
約４７．０ミリメートル以下であってもよい。ゴルフカップリング機構４１１０００のシ
ャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ゴルフクラブヘッド４１１０１のソール下端部から４５
．３ミリメートルであってもよい。ソール下端部は、ソール下端部１０１４１（図１）と
類似するか又は同一であってもよい。
【０１７６】
　いくつかの実施形態では、ゴルフカップリング機構４１１０００のシャフトスリーブＣ
Ｇ垂直距離は、ゴルフクラブヘッド４１１０１のソール下端部から約３２．０ミリメート
ル以上、約３２．１ミリメートル以上、約３２．３ミリメートル以上、約３２．４ミリメ
ートル以上、約３２．５ミリメートル以上、約３２．６ミリメートル以上、約３２．７ミ
リメートル以上、約３２．８ミリメートル以上、約３２．９ミリメートル以上、約３３．
０ミリメートル以上、約３３．１ミリメートル以上、約３３．２ミリメートル以上、約３
３．３ミリメートル以上、約３３．４ミリメートル以上、約３３．５ミリメートル以上、
約３３．６ミリメートル以上、約３３．７ミリメートル以上、約３３．８ミリメートル以
上、約３３．９ミリメートル以上、約３４．０ミリメートル以上、約３４．１ミリメート
ル以上、約３４．２ミリメートル以上、約３４．３ミリメートル以上、約３４．４ミリメ
ートル、又は約３４．５ミリメートル以上であってもよい。ゴルフカップリング機構４１
１０００のシャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ゴルフクラブヘッド４１１０１のソール下
端部から約３２．０ミリメートル以下、約３２．１ミリメートル以下、約３２．３ミリメ
ートル以下、約３２．４ミリメートル以下、約３２．５ミリメートル以下、約３２．６ミ
リメートル以下、約３２．７ミリメートル以下、約３２．８ミリメートル以下、約３２．
９ミリメートル以下、約３３．０ミリメートル以下、約３３．１ミリメートル以下、約３
３．２ミリメートル以下、約３３．３ミリメートル以下、約３３．４ミリメートル以下、
約３３．５ミリメートル以下、約３３．６ミリメートル以下、約３３．７ミリメートル以
下、約３３．８ミリメートル以下、約３３．９ミリメートル以下、約３４．０ミリメート
ル以下、約３４．１ミリメートル以下、約３４．２ミリメートル以下、約３４．３ミリメ
ートル以下、約３４．４ミリメートル以下、又は約３４．５ミリメートル以下であっても
よい。ゴルフカップリング機構のシャフトスリーブＣＧ垂直距離は、ゴルフクラブヘッド
４１１０１のソール下端部から３３．６ミリメートルであってもよい。
【０１７７】
　先の図面を参照すると、図３６は、一実施形態による方法４７０００のフローチャート
を示す。多くの実施形態では、方法４７０００は、ゴルフクラブヘッドの１つ以上の部品
のゴルフクラブヘッドの製造方法を有してもよい。ゴルフクラブヘッドは、ゴルフクラブ
ヘッド４１１０１（図２９）と類似するか又は同一であってもよい。
【０１７８】
　方法４７０００は、シャフトスリーブを用意する作業４７００１を有してもよい。シャ
フトスリーブは、シャフトスリーブ４１１１００（図３０）と類似するか又は同一であっ
てもよい。図３６は、図３６の実施形態による例示的な作業４７００１を示す。
【０１７９】
　例えば、図３６において、作業４７００１は、シャフトスリーブ本体を用意（例えば、
製造）する作業４８００１を有してもよい。シャフトスリーブ本体はシャフトスリーブ本
体４２１０３（図３７）と類似するか又は同一であってもよい。
【０１８０】
　更に、作業４７００２は、シャフトスリーブキャップを用意（例えば、製造）する作業
４８００２を有してもよい。シャフトスリーブキャップは、シャフトスリーブキャップ４
２１０４（図３８）と類似0するか又は同一であってもよい。
【０１８１】
　ここで再度図３６を参照すると、方法４７０００は、ゴルフクラブヘッドを用意（例え
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ば、製造）する作業４７００２を有してもよい。ゴルフクラブヘッドは、ゴルフクラブヘ
ッド４１１０１（図２９）と類似するか又は同一であってもよい。いくつかの実施形態で
は、作業４７００１は、作業４７００２の前及びその逆で実施されてもよい。他の実施形
態では、作業４７００１と作業４７００２は、ほぼ同時に実施されてもよい。
【０１８２】
　更に、方法４７０００は、シャフトスリーブをゴルフクラブヘッドのホーゼル穴に挿入
する作業４７００３を有してもよい。ホーゼル穴は、ゴルフクラブヘッド４１１０１（図
２９）に関して上述したホーゼル穴と類似するか又は同一であってもよい。
【０１８３】
　また、方法４７００は、ゴルフクラブシャフトをシャフト穴に挿入する作業４７００４
を有してもよい。ゴルフクラブシャフトはゴルフクラブシャフト４１１０２（図２９）と
類似するか又は同一であってもよく、及びシャフト穴はシャト穴４３３１２０（図３１）
と類似するか又は同一であってもよい。
【０１８４】
　一方、方法４７０００は、シャフトスリーブキャップをシャフト穴に挿入する作業４７
００５を有してもよい。いくつかの実施形態では、作業４７００４は、作業４７００５の
前に又はその逆で実施されてもよい。他の実施形態では、作業４７００４と作業４７００
５は、ほぼ同時に実施されてもよい。更なる実施形態では、作業４７００３は、作業４７
００４及び／又は作業４７００５の前並びにその逆で実施されてもよい。多くの実施形態
では、作業４７００１～４７００３の１つ以上は、作業４７００４～４７００５の１つ以
上の前に、又はその逆で（図３７）実施されてもよい。
【０１８５】
　更にまた、方法４７０００は、シャフトスリーブを締結具によってゴルフクラブヘッド
のホーゼルに固定する作業４７００６を有してもよい。ホーゼルは、ゴルフクラブヘッド
４１１０１（図３１）に関して上述したホーゼルと類似するか又は同一であってもよく、
及び締結具は、ゴルフクラブヘッド２１１０１（図３１）に関して上述した締結具と類似
するか又は同一であってもよい。
【０１８６】
　本明細書では、ゴルフカップリング機構及び関連する方法を特定の実施形態を参照して
記載してきたが、本開示の趣旨又は範囲から逸脱することなく種々の変更形態がなされて
もよい。一例として、スリーブカプラセット３１１０（図３～図７、図１０、図１４～図
１７）、スリーブカプラセット１２１１０（図１２）、スリーブカプラセット２２３１１
０（図２２）及び／又はスリーブカプラセット４１１１００が、２つのスリーブカプラの
みを有し得る実施形態、並びにレシーバカプラセット３２１０（図３～図４、図８～図９
、図１１、図１４～図１７）、レシーバカプラセット１３２１０（図１３）、シャフトレ
シーバ２１３２００（図２１）のレシーバカプラセット及び／又はシャフトレシーバ４１
３２００（図２９）のレシーバカプラセットが、２つのレシーバカプラのみを有し得る実
施形態があってもよい。このような実施形態では、シャフトスリーブとシャフトレシーバ
との間において２つの構成のみが可能であってもよく、ゴルフカプラセットは２つのライ
角又は２つのロフト角間における調節を可能にしてもよい。当然のことながら、３つ、５
つ、６つ、７つ、８つ、又はそれを超えるスリーブカプラを有するスリーブカプラセット
と、３つ、５つ、６つ、７つ、８つ又はそれを超えるレシーバカプラを有するレシーバカ
プラセットと、を有し、これに対応して、可能なライ角とロフト角との組み合わせの数が
増加する実施形態もあってもよい。
【０１８７】
　このような変更形態及びその他の更なる例を前述の説明において記載してきた。種々の
図の特徴の１つ以上を有する異なる実施形態の他の置換形態も同様に企図される。したが
って、本明細書、本明細書の特許請求の範囲及び図面は本開示の範囲の例示を意図するも
のであり、限定を意図するものではない。本出願の範囲は添付の特許請求の範囲によって
要求される程度にのみ限定されるものとする。
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　本明細書中に記載されるゴルフカップリング機構及び関連する方法は種々の実施形態に
おいて実施してもよく、これらの実施形態のうちの特定のものに関する前述の説明は、可
能なあらゆる実施形態の完全な説明を必ずしも意味するものではない。むしろ、図面の詳
細な説明及び図面自体が少なくとも１つの好適な実施形態を開示するとともに、代替的な
実施形態を開示する場合がある。
【０１８９】
　加えて、特定の実施形態に関する利益、他の利点及び課題の解決策を記載してきた。し
かしながら、任意の利益、利点又は解決策が生じるか又はより顕著になる原因となり得る
利益、利点、課題の解決策及び１つもしくは複数のあらゆる要素は、このような利益、利
点、解決策又は要素がこのような特許請求の範囲において特に明示されない限り、特許請
求の範囲の一部又は全部の重要である必要な又は必須の特徴又は要素として解釈されるべ
きではない。
【０１９０】
　ゴルフのルールはしばしば変更される場合がある（例えば、全米ゴルフ協会（ＵＳＧＡ
）、英国ゴルフ協会（Ｒ＆Ａ）等など、ゴルフ規格協会及び／又は運営団体によって新た
な規定が採用される場合があるか、又は古いルールが排除もしくは変更される場合がある
）ため、本明細書中に記載される装置、方法及び製造物品に関連するゴルフ用具は任意の
特定の時点のゴルフのルールに適合するか又は適合しない場合がある。したがって、本明
細書中に記載される装置、方法及び製造物品に関連するゴルフ用具は、適合するもしくは
適合しないゴルフ用具として広告され、販売に供され、及び／又は販売されてもよい。本
明細書中に記載される装置、方法及び製造物品はこの点に関して限定されるものではない
。
【０１９１】
　上記例はドライバー型ゴルフクラブに関連して記載されている場合があるが、本明細書
中に記載される装置、方法及び製造物品は、フェアウェイウッド型ゴルフクラブ、ハイブ
リッド型ゴルフクラブ、アイアン型ゴルフクラブ、ウェッジ型ゴルフクラブ又はパター型
ゴルフクラブなどの他の種類のゴルフクラブに適用可能であってもよい。或いは、本明細
書中に記載される装置、方法及び製造物品は、ホッケースティック、テニスラケット、釣
竿、スキーポール等などの他の種類のスポーツ用具に適用可能であってもよい。
【０１９２】
　更に、本明細書中に開示される実施形態及び限定は、その実施形態及び／又は限定が、
（１）請求項において明示的に特許請求されておらず、（２）均等論の下で請求項中の明
示的な要素及び／もしくは限定の潜在的な均等物である場合、公有の原則（ｄｏｃｔｒｉ
ｎｅ　ｏｆ　ｄｅｄｉｃａｔｉｏｎ）の下で公共に供されることはない。
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